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十
四
仙
紀
末
葉
イ
ギ
リ
ス
丈
亜
に
於
て
は
チ
ョ
ウ
サ
ア
の
放
つ
光
芒
が
弧
く
郷
く
た
め
、

〃

一
『
サ
・
ガ
ゥ
エ
ィ
ン
と
雑
の
騎
士
』
に
つ
い
て

ノ
－

４

グ

ー

。

－

、

１

．
『
サ
ざ
ガ
ウ
エ
イ
ソ
返
緑
の
騎
士
』
に
つ
い
て

中
世
イ
ギ
リ
ス
詩
域
の
逸
品
『
サ
・
ガ
ウ
ェ
可
ン
と
緋
の
騎
士
』
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
そ
の
梗
概
を
述
今
へ
よ
う
と
の
動
機
か
ら
拙
稲
を
番
き
始
め
た

の
で
あ
る
が
、
雛
っ
て
考
へ
れ
ば
こ
の
作
砧
の
背
後
に
は
中
世
欧
雑
巴
の
物
語
丈
學
と
い
ふ
泄
誰
た
る
砿
野
が
樅
は
り
、
そ
の
一
分
野
で
あ
る
「
ブ
ー
テ

ィ

ン
も
の
」
だ
け
で
も
勉
大
な
披
が
り
を
右
っ
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
此
一
筋
の
川
遥
に
一
三
の
曳
光
抑
を
投
じ
て
輪
廓
を
一
僻
し
て
み
よ
う
と
思
ひ
、
中
世
ロ

Ｑ

マ
ン
ス
丈
畢
や
ア
ア
サ
ア
王
女
準
の
概
棚
を
試
み
に
添
へ
た
次
錐
で
あ
る
。
そ
の
概
狐
も
全
貌
を
お
し
な
“
へ
て
幣
兄
す
る
と
い
ふ
の
で
な
く
『
サ
・
ガ
ゥ

エ
イ
こ
の
理
解
に
役
立
つ
祁
而
に
焦
鮎
を
樅
い
て
望
見
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
．
と
に
か
く
わ
が
側
に
除
り
に
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
『
サ
・
ガ
ゥ
ェ
ィ
ン
』
の

紹
介
が
本
猫
の
主
要
な
目
的
で
あ
り
、
そ
の
背
皷
を
な
す
ロ
マ
ン
ス
丈
學
の
概
競
の
如
き
は
、
こ
ん
な
形
式
で
扱
ふ
に
は
除
リ
に
大
き
な
題
材
で
あ
る
こ

と
を
姉
者
は
告
白
せ
ね
ば
注
ら
ぬ
。
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役
芭
し
て
の
効
果
か
ら
見
て
『
サ
。
ガ
ウ
エ
イ
ン
琶
絲
の
騎
士
』
の
一
流
は
イ
ギ
リ
ス
中
仙
丈
學
史
上
相
営
に
商
も
評
慨
さ
れ
得
る
佳
作
‐

で
あ
る
。

Ｉ

ゞ
絡
生
大
陸
の
詩
人
に
私
淑
し
た
チ
ョ
ウ
サ
ー
ノ
は
悶
梓
的
な
頭
祇
詩
形
を
嘗
て
一
度
も
川
ひ
た
こ
ざ
が
な
い
。
ま
た
彼
は
ア
ア
サ
ア
王
体
〃

統
は
除
り
好
ん
で
題
材
ざ
し
て
ゐ
な
い
９
（
辱
く
ア
ス
の
町
の
女
房
は
明
に
ア
ア
サ
ア
王
碗
話
を
語
っ
て
ゐ
る
し
、
ま
た
『
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

も

物
語
』
も
略
糞
同
系
統
に
脇
し
て
ゐ
る
。
し
か
し
作
叩
叩
全
鵠
の
並
に
比
し
微
た
た
る
も
の
で
あ
る
。
）
殊
に
胃
瞼
を
主
と
し
た
武
勇
課
に
‐

も

對
し
チ
ョ
ウ
サ
ア
が
懐
疑
的
で
あ
つ
た
こ
ご
は
か
の
「
サ
・
ト
ウ
・
ハ
ス
」
の
孤
刺
に
よ
っ
て
も
推
知
さ
肌
る
９
し
て
み
る
ご
本
稲
の
主
題

‘
で
あ
る
。
『
サ
・
ガ
ウ
エ
イ
ン
ピ
緑
の
騎
士
』
の
如
き
内
容
や
形
態
の
物
語
は
巾
枇
文
學
を
樅
成
す
る
大
き
な
要
素
で
あ
り
な
が
ら
チ
ョ
ゥ

γ

サ
ア
，
の
中
に
兄
出
せ
な
い
も
の
の
一
で
あ
る
。
チ
ョ
ウ
サ
ア
概
究
の
一
環
ご
し
て
こ
の
作
を
取
上
げ
る
の
も
こ
の
意
味
か
ら
で
あ
る
。

ア
ア
サ
ア
王
ロ
マ
ン
ス
は
中
祉
物
語
文
學
中
も
つ
ピ
も
華
か
で
、
も
つ
を
多
彩
な
内
容
を
有
つ
一
の
範
鴫
で
あ
る
。
数
に
ま
・
づ
中
仙
画

マ
ン
ス
一
般
に
つ
い
て
瞥
兄
し
よ
う
．

グ
ー

中
枇
人
は
物
語
文
學
に
對
し
健
咲
で
あ
っ
た
．
試
み
に
い
ま
早
期
英
語
文
献
刊
行
称
（
国
．
同
．
弓
．
の
）
が
上
梓
し
て
ゐ
る
仇
語
の
数
並

を
み
て
も
韮
大
な
も
の
で
あ
る
．
単
に
そ
の
斌
が
多
い
ば
か
り
で
な
く
、
↓
て
の
題
材
も
多
種
多
様
で
あ
り
心
中
に
は
戦
兼
物
語
も
あ
り
、

聖
瀞
仰
縦
も
あ
り
、
動
物
寓
話
も
あ
り
、
古
池
〈
郷
案
の
碗
諦
あ
り
、
近
代
の
誠
者
に
き
り
て
は
何
等
の
興
趣
を
催
さ
な
い
底
の
材
剰
を
も

繊
盈
ざ
し
て
語
っ
て
倦
ま
な
い
中
世
人
の
物
語
愛
好
に
つ
い
て
は
時
に
驚
異
の
芯
を
さ
へ
感
ず
る
の
で
あ
る
。
殊
に
ロ
マ
ン
ス
の
分
野
に

『
サ
。
ガ
ウ
エ
イ
ン
と
緑
の
騎
士
』
に
つ
い
て
九
一
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四
二
〈
七
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～

少
．
、

丈
、
雛
研
究
鋪
三
十
四
艸
冬
九
二
（
四
一
六
八
）

あ
っ
て
一
は
、
彼
等
の
間
に
發
生
し
た
作
品
の
み
な
ら
ず
、
東
洋
か
ら
仰
へ
ら
れ
た
物
語
も
欧
洲
諾
閏
語
の
中
に
移
さ
れ
た
。
中
価
賦
羅
巴

交
學
の
州
渦
琶
云
ふ
、
べ
き
チ
ョ
ウ
サ
ァ
の
中
に
は
ア
ラ
ビ
ヤ
夜
話
系
統
の
も
の
や
印
度
の
佛
教
起
源
の
材
料
も
鈴
け
込
ん
で
ゐ
る
。
一
中
仙

人
自
ら
も
そ
の
説
話
丈
學
の
多
様
性
峰
琶
認
め
、
そ
の
題
材
に
よ
り
之
が
分
数
を
試
み
た
。
十
二
枇
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
人
ヂ
ヤ
ン
・
ボ
デ
ル

ノ

へ
誰
１
）

（
］
の
自
国
ｏ
堅
①
〕
）
が
當
時
の
ロ
マ
ン
ス
丈
學
を
大
磯
に
「
フ
ラ
ン
ス
も
の
」
「
ブ
リ
ー
プ
ン
も
の
」
「
ロ
オ
マ
も
の
」
の
三
つ
に
分
類
し
た
）

の
は
中
世
文
學
史
上
有
名
で
あ
り
、
今
日
猫
多
少
の
修
正
を
川
へ
こ
の
範
鴫
に
擴
っ
て
ゐ
る
文
學
史
家
が
多
い
９

‘
右
三
つ
の
中
「
フ
ラ
ン
ス
も
の
」
ざ
は
『
ロ
オ
ラ
ン
の
歌
』
（
ａ
冨
冒
”
。
。
：
詞
昌
四
目
〉
）
の
如
き
武
軸
詩
で
あ
り
主
ど
し
て
シ
ヤ
ア
レ

マ
ン
大
帝
の
戦
祁
を
主
題
ざ
す
る
も
の
で
あ
，
り
、
「
ロ
オ
マ
も
の
」
は
古
典
の
仙
界
よ
‘
り
取
材
し
た
も
の
の
外
、
東
洋
ビ
ザ
ン
チ
ン
傳
來

の
物
語
な
ぎ
雑
多
の
も
の
を
含
ん
で
ゐ
る
．
、
［
ブ
リ
テ
ン
も
の
』
ざ
は
ウ
エ
イ
ル
ズ
に
住
む
ケ
ル
ト
比
族
や
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
リ
タ
ニ
イ
に

／

移
住
し
た
同
塒
族
の
間
に
傅
承
さ
れ
た
説
話
を
母
胎
ざ
し
て
發
生
し
た
物
語
文
學
で
あ
り
、
ア
ア
サ
ア
王
傳
説
が
そ
の
中
核
を
な
し
て
ゐ

る
．
ア
ァ
サ
ァ
王
傅
説
が
發
展
す
る
に
つ
れ
閏
王
自
身
の
ロ
マ
ン
ス
の
外
、
回
卓
騎
士
の
中
の
名
う
て
の
勇
者
達
の
胃
瞼
諏
や
聖
杯
探
求

の
た
め
の
遊
歴
や
、
そ
の
他
ア
ア
サ
ァ
の
宮
廷
ど
の
關
聯
が
少
い
事
件
を
取
扱
っ
た
物
語
ま
で
も
数
多
く
創
作
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
作
品

び

り
一

を
題
材
に
よ
り
分
熱
す
る
声
喜
、
幾
多
の
剛
（
。
］
。
』
の
“
）
を
樅
成
す
る
。
ト
リ
ス
ト
ラ
ム
．
意
」
イ
ス
ウ
ル
ト
（
弓
鳥
目
関
口
“
且
房
①
一
』
ｇ
の
悲

●

識
を
主
題
ご
す
る
一
図
も
あ
れ
ば
、
ラ
ン
ス
ラ
ッ
ト
（
Ｆ
目
。
①
岸
○
歳
）
に
開
す
る
一
関
も
全
の
る
。
ｕ
卓
騎
士
の
皿
〈
型
喧
仰
が
れ
た
ガ
ウ
エ
イ

ン
が
そ
の
武
勇
を
躯
ふ
物
語
詩
の
一
圏
を
有
っ
た
の
は
蓋
し
幟
然
で
あ
る
。
さ
て
「
ブ
リ
テ
ン
も
の
」
帥
ア
ア
サ
ア
王
ロ
マ
ン
ス
ば
如
何

一
Ｉ

な
る
過
程
に
よ
っ
て
生
成
發
展
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。

、
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週 興 舜 瀞 酔 淌 い 〕 守 圖 い 雪 餌犀 Ｎ 報 懐 。 圃 宙 了 入 １ ぷ い

い 〆 吋 善 川 Ｓ 亨 で Ｊ 蓉 畑 さ 噂 、 岸 樺 儲

・ 糎 淵 慨 宮 で 尚 琶 Ｓ 一 惣 財 詩 興

Ｉ Ｓ 畳 働 蔦 山 溌 ‐ 〃 ． Ｉ い 、 ｐ Ｓ 豆

嘩 攪 八 〕 人 〕 一 “ 一 血 鞘 鵡 毒 一 屋 ． 《 壽

造 三 門 汁 ・ 例 言 い 尚 潤 Ｊ 牛 拙 命

響 雪 滴 ， Ｓ 》 柔 、 言 Ｓ 酬 孤 一 、 〕 母

Ｈ ｄ 行 釧 ン 言 騨 簿 母 、 、 メ い

一 全 舜 諄 ‐ 母 舌 腓 行 覇 。 、 、 学 山

僻 勺 雲 飢 い 言 一 牌 毒 汁 Ⅱ 隣 い 鷲諜 毎 Ｉ で ・ 菅 汁 三 鵠 ・ 犀 蔦 讓 “６ 琶 眉 。 ヴ 妻 署 興 州 ｍ 価 ・ 壷 、 酢

毒 皿 》 吟 昨 簿 芸 Ｓ 扉 Ｓ な ぷ 睾 爾

川 一 叫 高 》 職 興 扉 罵 歳 Ｓ 楡 遅 い

‐ 封 一 卦 耗 》 州 邦 舞 操 ・ 》 ‐ ・ 瀧 岬 鐸 一 藷 ” ‐

八 癖 一 吟 癖 洲 詔 許 砂 窄 癖 ‐ 雲 率 耀

率 奉 《 搾 韓 鋸 齢 鐺 討 議 函 〃 零

行 汰 篶 房 厘 犀 葬 詞 ｝ 舜 ○ 毒

、 Ｓ 誰 序 自 侭 砥 犀 蔦 罫 古 ラ

｝ 李 佃 岬 一 一 》 》 呼 諦 ‐ 一 一 、

窪 誌 一 ． 《 缶 》 》 》 》 》 “ 》 細 癖 掃

鶚 尚 堂 ． 慨 讓 毒 ゾ

ニ 画

萱 閏 潔 『 一 ‐ 『 Ｓ 崖 言 漣 輝 量 ． Ｓ 母

雪 壗 一 当 ｛ 底 ‘ 一 二 叩 型 栽 ・ 而 一 砥 ｖ 、 一 釦 」 年 ］ 二 一 》 小・ 庁 輿 で 時 澤 鑿 琶 戸 濤 Ｓ 。

三 一 異 壁 舞 》 智 幽 『 垂 ご Ｓ ｎ ｓ ｛ 時 岬

皆 耽 篁 汁 謹 妄 詳 苛 汁 Ｓ 雪 凉 琶Ⅱ 苦 汁 ． ご 鳶 § ｒ 堵 ￥ ｇ 電 澪 両 、 輿

が 一 幅 凸 艸 い 強 ｝ 打 罵 倒 ￥ す
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Ｉ
１

室

｜
，
丈
學
研
・
究
姉
三
十
四
蝿
．
九
六
ゞ
へ
四
一
七
二
）
、

｜
，
‐
‐
（
。
。
○
扉
①
望
。
由
‐
旨
守
口
ｇ
ｏ
匡
号
）
で
あ
る
。
彼
の
「
プ
リ
タ
ニ
ア
國
王
の
史
偲
」
（
含
閏
黒
。
昏
困
の
祠
巨
日
厚
冒
ご
ロ
旨
ｏ
ご
）
は
決
し
て
《
臣
の
８
爵
》

郡

‘
で
は
な
く
川
話
さ
体
詑
Ｅ
作
著
自
呼
の
想
像
を
混
じ
た
擬
似
歴
史
で
あ
．
り
、
史
変
の
詐
確
を
之
に
求
む
る
こ
ピ
は
鳥
瀞
の
沙
汰
で
あ
る
が
、
〃

や
が
て
咲
き
嘘
る
べ
巷
ア
ア
サ
ア
王
ロ
マ
ン
ス
の
猟
床
ど
な
っ
た
功
絞
は
ま
こ
ざ
に
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ネ
ン
ニ
ア
ス
か
ら
受
取
つ
ｊ

い

た
材
料
を
換
什
奪
胎
し
た
ヂ
ョ
フ
リ
は
脈
始
的
ケ
ル
ト
族
測
誌
の
稚
拙
怪
奇
か
ら
ノ
ル
マ
ン
騎
士
の
優
雅
同
嶮
を
創
り
出
し
た
。
カ
メ
江

ツ
ト
に
於
け
る
ア
ア
サ
ア
王
官
殿
に
は
イ
ギ
リ
ス
な
る
ノ
ル
マ
ン
王
宮
廷
の
派
附
銅
が
流
れ
込
み
、
一
日
中
片
足
で
立
ち
つ
く
し
或
は
下
・

守、
唇
を
鵬
ま
で
下
し
た
ご
仲
へ
ら
れ
た
ア
ア
サ
ア
王
の
糀
識
な
阻
下
ざ
も
は
盤
惣
塊
壯
な
中
世
騎
士
己
聴
身
し
た
。

、
＠
、
が
ヂ
ョ
フ
リ
の
一
国
寓
目
匙
は
弘
く
行
は
れ
、
多
く
の
追
随
考
を
川
し
た
。
中
に
も
ロ
零
ハ
ア
ｆ
・
ウ
エ
／
イ
ス
（
”
・
ず
の
貝
言
渭
の
）
が
ノ
ル

｜
、
‐
マ
ン
・
フ
レ
ン
チ
の
訊
丈
で
内
紀
二
五
五
年
に
北
Ｈ
い
た
『
イ
ギ
リ
ス
の
プ
ル
ウ
ト
』
は
剛
王
仰
碗
の
江
マ
ン
ス
化
を
史
に
逃
め
た
も
の
↑
一

で
あ
ｂ
、
、
僻
代
の
糀
祁
に
よ
、
リ
ケ
ル
ト
の
純
話
李
管
ノ
ル
マ
ン
騎
士
の
理
念
に
合
致
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
ア
ア
サ
ア
王
仰
純
中
有

、
、

、

名
な
Ⅲ
卓
の
話
題
を
初
め
て
記
述
し
た
功
紙
も
ウ
エ
イ
ス
に
師
す
べ
き
で
あ
る
．
こ
の
ウ
ェ
イ
ス
の
普
は
十
三
世
紀
初
葉
に
レ
ィ
ァ
マ
ン

ゞ
Ｐ
ミ
四
日
目
）
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
語
に
緋
案
郷
諜
さ
れ
た
．
こ
の
イ
ギ
リ
ス
版
『
プ
ル
ウ
ト
』
は
ゲ
ル
マ
ン
仰
統
の
古
詩
形
で
書
か
れ
、
⑳

そ
の
糀
川
に
於
て
も
『
ベ
イ
オ
ウ
ル
フ
』
的
の
ゲ
ル
マ
ン
傾
向
の
弧
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
ア
ァ
サ
ァ
玉
髄
話
を
耐
ゆ
て
英
語
で
纏
め
て

一
一
Ｇ
Ｉ

、
記
述
し
た
著
作
ご
し
て
英
文
學
上
亜
要
で
あ
る
。
以
上
を
要
約
す
る
に
ギ
ル
ダ
ス
に
始
り
、
，
ネ
ン
ニ
ア
ス
、
ヂ
ョ
フ
リ
、
ウ
ェ
イ
ス
を
經

一
一
‘

て
レ
イ
ア
マ
ン
に
至
る
叩
、
所
訓
「
歴
史
」
ざ
し
て
國
王
説
話
は
漸
次
そ
の
内
容
を
蝶
海
に
し
洗
練
さ
れ
發
展
し
て
來
た
。

〃｜
、
『
他
方
に
於
て
こ
れ
ら
擬
似
歴
史
よ
り
峻
堂
主
要
な
材
料
を
僻
川
し
て
、
ア
ア
サ
ア
王
或
は
彼
の
周
刷
の
騎
士
を
主
人
公
こ
す
る
ロ
マ
ン
、

ス
丈
學
が
發
生
し
展
開
し
た
。
前
者
が
叙
事
詩
的
の
規
模
に
ぷ
り
民
族
の
竹
長
や
英
雄
の
事
絃
を
系
読
的
年
代
的
に
謡
ふ
長
鯆
で
あ
る
に

、

〆
一

一
戸
ｊ

〆

己

、

や
●

ｅ
９

〆

、

１
１
１
‐
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
‐
‐
‐
ｌ
‐
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１

對
し
、
後
者
は
そ
の
長
端
中
の
一
挿
話
を
主
題
ざ
し
、
或
は
一
人
物
を
中
心
ざ
し
て
或
事
件
を
叙
く
る
物
語
文
學
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の

・
場
合
エ
ピ
ッ
ク
が
必
ず
し
も
ロ
マ
ン
ス
の
母
胎
Ｅ
は
な
ら
な
い
。
『
て
の
理
由
は
ア
ア
サ
ア
王
説
話
は
累
代
の
ケ
ル
ト
民
族
の
中
に
深
く
根

ざ
し
、
丈
學
の
記
録
に
頼
ら
ず
し
て
、
口
碑
ざ
し
て
世
代
よ
り
世
代
へ
仲
承
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
常
に
ロ
マ
ン
ス
作
品
の
直
接
の
源
呆
と
な

‐
り
得
る
可
能
性
を
持
綾
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。

ｂ
、
一
宇
’

さ
て
ア
ア
サ
ア
王
を
題
材
常
」
す
る
ロ
マ
ン
ス
文
學
の
起
源
に
開
し
・
て
は
餘
鵬
リ
詳
か
に
知
る
山
も
な
い
が
、
十
二
世
紀
に
於
け
る
フ
ラ
ン

／
ス
の
詩
人
ク
レ
テ
イ
ア
ン
・
ド
・
ト
ロ
ワ
‐
（
ｏ
宮
殿
の
ロ
号
阜
ｏ
瀞
ｍ
）
魁
ト
ヌ
弓
冒
Ｈ
ｇ
い
）
、
ゞ
へ
ル
ウ
ル
（
胃
８
巳
）
、
マ
リ
イ
・
ド
・
フ
ラ

壁
守

グ

ン
‐
ス
（
昌
鼠
。
：
甸
偶
ロ
８
）
／
の
名
が
初
期
の
ロ
マ
ン
系
作
家
さ
し
て
輝
い
て
ゐ
る
。
こ
れ
ら
の
詩
人
は
多
く
イ
ギ
リ
ス
閏
ご
無
關
係
で
一
〃

へ
一

は
な
い
。
ト
マ
は
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
り
、
・
マ
リ
イ
は
生
涯
の
大
部
分
を
イ
ギ
リ
ス
に
過
し
た
ら
し
い
。
し
か
し
彼
等
が
ア
ア
サ
テ
王
物
語
《

，
を
歌
ふ
さ
苔
そ
の
言
葉
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
っ
た
．
イ
ギ
リ
ス
語
は
常
時
教
養
の
あ
る
國
語
で
は
な
か
っ
た
。
商
雅
な
丈
學
の
川
訣
ご
し

て
の
古
い
ラ
テ
ン
は
別
さ
し
て
℃
糊
代
欧
洲
の
文
化
的
言
語
ご
し
て
は
フ
ー
ユ
ン
ス
語
で
あ
っ
た
。
十
二
十
三
叩
枇
紀
の
肱
維
巴
丈
學
の
太

一
Ｐ
Ｌ

・
裳
に
は
フ
ラ
ン
ス
が
太
陽
ご
し
て
輝
き
、
イ
ギ
リ
ス
は
そ
の
光
を
借
り
て
映
え
る
月
に
外
な
ら
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
は
地
」

域
的
に
も
雌
族
的
に
も
自
分
逵
さ
直
接
に
關
係
の
深
い
ア
ア
サ
ア
王
説
話
を
フ
ラ
ン
ス
語
を
池
し
て
學
ば
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
．
英
文
學

／

上
早
期
の
ア
ア
サ
ア
王
物
語
は
そ
の
殆
ざ
細
て
が
フ
ラ
ン
ス
語
ま
た
は
ラ
テ
ン
語
の
柵
群
で
あ
る
の
も
さ
う
し
た
班
由
か
ら
で
あ
る
。
。
本
．
、

稲
の
主
題
『
サ
・
ガ
ウ
エ
イ
ン
』
も
腺
典
は
不
明
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
の
獅
諜
或
職
蹴
案
ご
老
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
同
じ
く
フ
ラ
’

ン
ス
の
腺
典
か
ら
巧
に
挫
搾
配
合
し
た
材
料
を
以
て
ア
ア
サ
ア
王
物
語
を
集
大
成
し
た
の
は
十
五
世
紀
水
薬
の
マ
ラ
リ
イ
（
冨
巴
。
ｑ
、
骨

ｌ
弓
冒
日
爵
）
で
、
そ
の
大
群
ご
ル
・
ダ
ル
ト
ウ
ル
』
（
員
昌
。
尉
蔚
ロ
．
シ
昇
冒
周
．
》
）
は
幽
王
傅
就
の
賓
叩
ど
し
て
後
祇
の
英
詩
人
に
大
な
寄

④
。
、
、

『
サ
・
ガ
ウ
エ
外
ン
と
緋
の
騎
士
』
に
つ
い
て
九
七
（
四
一
七
三
）

●

●

‐

ｍ

ｌ

四

座

■

■

底

。
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〆
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、
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一

1

ユ

【

』

武
功
を
傍
槻
す
る
脇
師
の
地
位
に
据
へ
・
ら
れ
る
場
合
淡
多
い
。

丈
學
軒
．
究
・
錐
三
十
川
桝
九
八
（
四
一
七
四
）

與
を
な
し
て
ゐ
る
。
．
》
《
ん
〃
↑
・
・
・

々
Ｐ
、

五

■
学

◇
ゴ
●
ロ

ア
ア
サ
ア
王
説
話
中
騎
士
ガ
ウ
土
イ
ン
は
如
何
な
る
地
位
を
占
め
る
の
で
あ
る
か
。
一
朏
幽
王
自
呼
が
好
戦
的
な
一
武
將
か
ら
理
想
化

、

さ
れ
偶
像
化
さ
れ
て
雌
族
の
主
潜
ご
仰
が
れ
る
に
至
っ
た
ご
同
様
県
ア
ア
サ
ァ
陛
下
の
凹
卓
脇
士
も
原
始
的
籾
野
な
性
桁
か
ら
潮
次
鮮

化
の
過
秘
を
經
て
騎
士
道
肺
命
の
蚊
尚
邪
念
の
夫
象
ご
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
業
朴
な
・
初
期
に
於
て
は
彼
等
は
洲
豪
な
、
怪
奇
な
ま
た

Ｃ

は
鈍
亜
な
男
ざ
も
で
あ
っ
た
ｐ
・
絡
日
叶
疋
で
立
っ
て
ゐ
ら
れ
る
ご
い
ふ
男
や
、
悲
し
い
ど
き
に
は
下
唇
を
腰
ま
で
下
し
、
上
唇
は
ま
る
で

頭
巾
の
や
う
に
頭
上
に
か
ざ
す
ご
い
ふ
人
川
も
あ
り
、
或
は
臓
力
に
よ
り
様
だ
．
の
奇
力
を
現
は
す
人
物
も
大
勢
ゐ
た
。
剛
王
の
酒
安
に
列

す
る
面
交
の
間
に
は
常
に
席
次
を
霧
ふ
城
し
い
秘
膝
が
起
り
流
血
の
惨
事
も
雌
糞
生
じ
た
。
之
を
防
ぐ
た
め
に
ア
ア
サ
ア
は
異
邦
よ
り
一

キ
で
あ
ｈ
あ
ア
ア
サ
ア
は
子
役
か
精
掩
ッ

祠
ソ
ン
へ
写
自
①
匙
』
口
）
、
ト
刊
ソ
、
ス
ト
ラ
ム

人
の
工
人
を
招
き
一
時
に
六
百
人
の
同
ひ

。
』
Ｏ

あ
っ
た
這
・
い
ふ
・
＃
お
よ
そ
斯
様
な
撲
拙
な

語
り
物
の
主
人
公
ど
な
っ
た
。

騎
士
途
の
中
特
に
ロ
マ
ン
ス
の
誠
者
に

の
同
ひ

ノ

柵
る
仙
卓
を
辻
ら
し
め
た
。
こ
れ
は
図
王
族
行
の
棚
は
自
ら
携
へ
得
る
ご
い
ふ
使
立
な
も
の
で

（
弓
凰
胃
３
日
）
、

受
け
た
の
は
初
め
は
パ
ァ
シ
ヴ
ア
ル
亀
①
域
。
①
ぐ
”
ｃ
〆
や
ガ
ウ
ェ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
後
に
は
マ
ァ

胃
幽
目
）
、
ラ
ン
ス
ラ
ッ
ト
（
冒
冒
ｏ
の
胃
）
が
持
嚇
さ
れ
、
國
王
自
ら
は
寧
ろ
こ
れ
ら
勇
士
逹
の

拓
鱗
の
中
か
ら
ロ
マ
ン
ス
の
英
雄
が
生
狸
し
て
、
尚
雅
な
中
枇
蛍
族
の
客
室
や
深
州
を
賑
は
す

し
位
の
役
を
波
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

で
当
■
■『

サ
・
ガ
ウ
エ
イ
ン
ご
緑
の
騎
士
』
に
於
て
も
詩
題
の
二
人
泥
シ
テ
ｂ
ワ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｌ

ｌｌ

Ｉ
Ｉ
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／
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、

’
ノ

I

ゴ

q ,

I
1 ■

ｄ
Ｆ

~子



ノ
0

1

ノ

ノ
幸

1

9

低
く
評
価
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
彼
は
「
プ
リ
テ
ン
“
も
の
」
初
期
の
勇
士
中
も
つ
ど
も
傑
出
し
た
騎
士
で
あ
り
、
時
に
昼
ノ
ァ
サ
ァ
を
凌
ぐ
名

蕊
を
博
し
た
．
彼
こ
そ
は
泌
節
の
穐
鑑
で
あ
り
典
蝋
以
な
脇
士
の
血
型
で
あ
り
、
魂
敢
ご
仁
慈
ご
聰
明
の
美
徳
を
兼
備
し
、
雄
辮
に
山
て

剛
毅
伽
快
活
に
し
て
優
雅
、
ま
司
昏
に
川
然
す
る
こ
ご
な
き
叫
卓
の
武
士
で
あ
っ
た
．
イ
ギ
リ
ス
に
於
て
レ
イ
ァ
マ
ン
か
ら
マ
ラ
Ｊ
ィ
に

１
も
苑
。
Ｏ

至
る
州
の
祇
丈
江
穴
ン
ス
の
主
人
公
は
殆
ざ
皆
こ
の
ガ
ウ
ェ
イ
ン
で
あ
っ
た
ど
い
っ
て
も
良
い
。

１
口

か
や
う
に
ガ
ウ
エ
イ
ン
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
る
騎
士
通
理
念
の
椛
成
に
は
幾
多
の
要
素
が
入
っ
て
ゐ
て
、
こ
こ
に
洋
述
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
十
一
世
紀
以
来
イ
ギ
リ
ス
に
飛
臨
し
た
ノ
ル
マ
ン
系
王
室
の
下
に
發
鵬
し
來
つ
た
封
建
肺
會
が
妓
も
尊
亜
し
た
識
性
憧
で
あ

っ
た
こ
ざ
は
勿
揃
で
あ
る
。
從
っ
て
わ
が
閏
の
武
士
道
が
要
求
す
る
徳
目
ご
異
っ
た
も
の
が
多
く
、
殊
に
そ
の
特
し
い
の
は
騎
士
這
姉
人

さ
の
關
係
今
笹
律
す
る
倫
理
概
念
で
あ
り
、
勝
士
は
姉
人
に
對
し
膣
勉
な
奉
仕
を
作
ぐ
べ
く
、
炎
女
に
こ
り
て
は
功
敢
な
る
騎
士
な
ら
で
は
｝

戸
詫
５
）

愛
附
の
對
雌
ど
な
り
得
な
児
か
の
ヂ
ョ
フ
リ
の
誌
す
所
に
よ
れ
ば
「
蹄
人
は
三
度
の
戦
ひ
に
武
名
を
瓢
は
し
た
る
脇
士
に
あ
ら
ざ
れ
ば

愛
す
る
に
足
ら
ず
這
な
せ
り
。
か
く
て
男
子
の
功
莱
は
姉
人
の
血
節
を
鼓
吹
し
℃
姉
人
の
愛
怖
は
武
士
の
塊
敢
を
刺
恢
せ
い
」
ざ
。
戦
場

に
於
け
る
武
功
こ
ど
も
に
客
室
に
於
け
る
祁
節
が
騎
士
た
る
も
の
の
峡
ぐ
可
ら
ざ
る
美
徳
で
あ
り
勅
さ
ら
に
尚
縦
に
熱
附
的
に
懸
愛
を
語

る
こ
Ｅ
も
騎
士
の
風
栴
を
尚
め
る
こ
Ｅ
ご
老
へ
ら
れ
た
。
キ
ヤ
ン
タ
琴
ヘ
リ
巡
慨
巾
の
若
侍
の
や
う
に
、
詩
湫
僻
絃
の
巡
に
腱
じ
、
‐
「
夜
ば

ゐ
波
も
せ
で
熱
暮
懸
を
な
す
」
こ
ご
は
怖
弱
遊
怖
で
は
な
く
、
寧
ろ
騎
士
巡
の
球
ぷ
所
で
あ
っ
た
。

、
（
注
６
）

華
や
か
さ
も
亦
ロ
マ
ン
ス
に
於
け
る
騎
士
逆
の
一
要
件
で
あ
っ
た
。
”
川
の
蝋
か
さ
、
装
飾
の
華
艇
、
鵬
び
ご
の
典
雅
さ
」
は
崎
士
辿
の

、
柴
え
る
剛
上
に
あ
っ
て
は
必
錬
な
惟
件
ご
さ
れ
た
。
，

へ
。

～

．
『
サ
・
ガ
ウ
王
イ
ン
と
雑
の
騎
士
』
に
つ
．
い
て
，
九
九
（
四
一
七
五
）

、
一
、

Ｉ

ロ
マ
ン
ス
の
世
界
に
住
む
凹
卓
騎
士
も
時
に
榮
枯
盛
表
を
免
れ
な
か
つ
婿
ガ
ウ
エ
イ
ン
は
後
世
の
詩
人
、
殊
に
一
ズ
ニ
ス
ン
に
よ
っ
て

全

、 I
D

｜
ﾛ

、

－
１

1
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一
『

ノ

タ

又
學
研
究
雑
三
十
四
刺
一
○
○
（
四
一
七
六
）
．

！
凸
Ｐ

か
う
し
た
柔
か
さ
華
や
か
さ
の
内
面
に
堅
間
な
逆
心
が
要
求
さ
れ
る
．
騎
士
は
す
べ
て
キ
リ
ス
ト
の
、
或
は
聖
母
の
下
僕
で
あ
り
、
聖

教
の
た
め
に
苦
捕
に
耐
へ
る
こ
さ
を
榮
騨
さ
感
ず
る
・
・
ア
ア
サ
ア
王
の
騎
士
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
「
聖
杯
探
求
の
迦
蹄
」
は
ま
さ
に
此
の

表
象
で
あ
る
。
『
サ
・
ガ
ウ
エ
イ
ン
さ
緑
の
騎
士
』
の
一
流
が
怪
奇
な
探
険
物
語
の
要
素
を
一
面
に
有
ち
な
が
ら
そ
の
主
調
が
教
訓
的
な

の
は
、
主
人
公
の
堅
い
道
心
が
能
く
人
剛
性
の
弱
み
に
堪
へ
て
、
女
性
の
誘
惑
に
克
ち
死
の
恐
怖
に
克
っ
て
そ
の
信
仰
を
完
ふ
し
た
た
め

・
で
あ
る
。
ガ
ウ
エ
イ
ン
は
要
す
る
に
騎
士
辿
の
樅
化
ど
し
て
あ
ら
ゆ
る
美
徳
を
股
僻
し
た
武
士
と
し
て
中
世
回
マ
ン
ス
の
仙
界
に
輝
く
存

、

在
で
あ
っ
た
。

一
Ｆ

第
一
章
ゞ

ト
画
ウ
イ
の
戦
雫
畢
る
や
、
イ
イ
ニ
ア
ス
は
西
の
國
麦
を
平
定

し
、
そ
の
子
孫
は
、
ロ
ミ
ュ
ラ
ス
が
画
オ
マ
を
建
設
せ
し
を
始
め

ご
し
、
諸
盈
の
國
家
を
創
肇
し
ぬ
。
プ
リ
テ
ン
國
肇
途
の
君
フ
エ

リ
ッ
ク
ス
、
。
ブ
ル
ウ
タ
ス
（
両
①
胃
国
日
冨
③
）
も
そ
の
存
族
の
一

人
な
り
苔
。
爾
來
そ
の
血
統
を
ひ
く
諸
王
こ
の
國
に
君
臨
し
け
る

が
、
ア
ア
サ
ア
こ
そ
こ
よ
な
く
高
逃
な
る
國
君
な
り
け
れ
。
い
ざ
、

、

、

～

●

へ
桃
７
）

『
サ
・
ガ
ウ
エ
列
ン
と
緑
の
騎
士
」
の
梗
概

叩
■
同
１
口

体
へ
聞
く
ア
ア
サ
ア
王
綺
課
の
数
交
の
う
ち
、
琶
・
り
わ
け
奇
し
き

物
語
を
語
ら
ん
。
一

／

ひ
ご
さ
せ
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
肌
節
に
、
ア
ア
サ
ア
王
は
キ
ア
メ

ロ
ッ
ト
（
○
画
目
里
。
○
の
宮
殿
に
そ
の
睦
下
の
武
士
、
側
卓
の
騎

士
を
集
め
、
美
女
麗
人
を
招
き
て
、
十
五
日
が
間
酒
妥
を
催
し
、

漱
樂
を
極
め
ぬ
。
綾
い
て
新
し
さ
年
の
始
め
切
賀
妾
に
移
り
、
量
１

人
貴
女
居
竝
孟
中
産
装
ひ
を
凝
し
た
る
王
妃
ギ
ネ
ヴ
イ
ア
の
あ
で

や
か
な
る
姿
現
れ
出
で
ぬ
。
之
に
ま
さ
る
容
姿
の
泄
に
あ
り
ど
も

／
Ｐ
。

．

、

／
“

１
１
１

（

rﾛ
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も

／
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恩
は
れ
ず
。
ア
ア
サ
ア
王
は
や
や
童
子
の
風
あ
り
て
（
２
日
‐
名
い
す

呂
筐
‐
鳴
園
ｍ
ｅ
回
か
か
る
饗
宴
の
席
に
あ
り
て
も
．
青
春
の
血
を

沸
か
す
同
瞼
怪
奇
の
物
語
を
聞
か
で
は
、
珍
味
も
、
に
せ
ず
、
長

け
“
ｑ
口
巳

く
座
す
る
に
耐
へ
ざ
る
ほ
ざ
な
り
苔
。
い
ま
し
國
王
は
食
卓
を
園

ゲ

グ
０

む
匝
下
た
ち
ご
語
ら
ひ
つ
つ
立
ち
て
あ
り
。
王
妃
の
傍
の
肺
に
は

、

。
“
サ
・
ガ
ウ
エ
イ
ン
座
し
、
か
な
た
の
側
に
は
ア
グ
ラ
ヴ
エ
ン
、
イ
ー

ウ
エ
ン
な
ざ
名
だ
た
る
勇
者
座
し
て
あ
り
。
食
卓
に
は
弟
一
コ
オ

｜
・
＠
‐
〆
、
・

久
の
料
理
蓮
ば
れ
將
に
饗
要
初
ま
ら
ん
と
す
る
さ
き
、
突
如
さ
し

－
１

て
大
欧
側
の
戸
を
排
し
て
閲
入
し
來
れ
る
騎
士
一
人
あ
り
。
雲
つ

く
ば
か
り
の
大
男
に
し
て
全
身
に
緑
の
衣
を
纒
ひ
た
り
。
上
衣
、

〃
・
外
套
、
頭
巾
、
靴
下
は
さ
ら
な
り
、
頭
髪
、
・
髭
ま
で
も
緑
色
な
り
。

｜
↓
坪
彼
の
乘
賜
も
ま
た
緑
な
り
。
か
か
る
騎
馬
、
か
か
る
騎
士
は
、
嘗

一
、
。
て
ア
ア
サ
ア
王
宮
廷
に
て
兇
し
こ
ど
も
な
し
．
緑
の
騎
士
の
眼
は

Ｉ
。
／

、
電
光
の
如
く
光
り
、
そ
の
力
の
職
き
如
何
な
る
も
の
も
彼
の
打
盤

・
に
耐
え
僻
く
し
Ｅ
は
思
は
れ
ず
．
此
男
叩
冑
を
身
に
蒲
く
る
こ
ご

な
く
か
弓
矢
柵
を
も
挑
へ
ず
、
た
だ
片
手
に
柊
の
一
枝
を
持
ち
、

叩一

ま
た
汁
乎
に
大
斧
を
提
げ
た
り
。
そ
の
匁
先
は
剃
刀
の
如
く
鋭
く
、

｜
そ
の
柄
は
緑
の
彫
刻
を
施
せ
し
名
作
な
り
。
か
か
る
装
束
に
て
か

〃

０

『
サ
・
ガ
ゥ
ェ
ィ
ン
と
緑
の
騎
士
』
‐
に
つ
い
て

■
一

一
■’
〃
も
乃
守
刃
■
〃
〃

’
４
七
や
０
壱

一
■
■
■
山
ｌ

Ｉ

』

』

Q

一

の
緑
の
騎
士
は
版
間
に
入
り
來
り
、
誰
一
人
に
向
ひ
て
含
群
す
る

ど
も
な
く
、
あ
た
り
を
見
廻
し
・
つ
つ
「
此
一
座
の
あ
る
じ
は
何
虚

に
お
は
す
や
、
御
意
得
た
き
俵
あ
り
」
さ
叫
ぶ
に
、
滿
座
の
も
の
／
、
：
｜

／

こ
の
奇
異
の
大
男
を
必
定
愛
化
臓
物
の
類
な
ら
ん
ご
恐
れ
、
睡
臓
、

〆
、

、

に
襲
は
れ
し
も
の
の
如
く
詫
も
立
て
得
ず
。
ア
ア
サ
ァ
王
は
恐
る

．
、

ろ
氣
色
も
な
ぐ
、
懸
勲
に
こ
の
騎
士
を
迎
へ
て
「
よ
く
こ
そ
御
入
今
、

、

來
、
わ
れ
は
伽
の
あ
る
じ
ア
ア
サ
ア
ゼ
巾
す
も
の
、
順
は
く
ぱ
じ

ぱ
し
こ
こ
に
冊
ｂ
給
へ
」
這
云
へ
ぱ
、
維
人
は
應
へ
て
「
否
ご
よ
、
、
｜

わ
れ
こ
こ
に
來
れ
ろ
は
、
ア
ア
サ
ア
王
Ｅ
そ
の
騎
士
の
名
雛
世
に

９

高
く
、
、
、
、

物
の
具
蒲
け
、
馬
に
跨
り
て
は
、
武
剪
竝
ぷ
も
の
な
く
．

↑
の
庁
篤
閉
①
呉
匡
ご
ロ
①
局
酌
舜
⑦
①
〒
胴
①
四
吋
○
口
い
《
①
の
Ｑ
伽
奇
○
国
Ｑ
①
（
］
、
い
①
ｏ
）

ま
た
遊
戯
の
逆
に
蕊
じ
、
優
雅
澱
法
に
も
秀
で
つ
る
ご
州
き
し
か

ば
、
そ
の
ま
こ
ご
な
る
や
否
や
を
知
ら
ん
ご
て
、
今
日
此
庇
に
來
§

／

れ
ろ
な
り
。
わ
が
携
ふ
る
こ
の
柊
の
枝
に
て
、
わ
が
平
和
の
意
岡

ぞ
知
ら
る
ら
ん
。
さ
れ
ざ
蹄
れ
ば
わ
が
家
に
柵
を
柿
の
術
へ
無
き

に
非
か
」
窪
」
云
ふ
。
ア
ア
サ
ア
は
「
郡
附
の
仕
合
（
冒
己
①
冨
制
）
、

を
所
望
め
さ
る
る
な
ら
ば
、
お
相
乎
仕
る
考
あ
り
」
ご
應
ふ
れ
ざ

・
一
○
一
・
（
四
一
七
七
〕

氏

1
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▼

、

ダ

丈
・
畢
研
究
．
患
三
十
川
艸
‐
一
。
二
（
四
一
・
七
八
）

も
、
か
の
列
は
「
否
ご
よ
、
．
わ
れ
若
し
も
の
の
共
茄
け
て
立
岡
へ
肥
を
雛
る
る
許
し
を
乞
ひ
た
る
後
、
・
ア
ア
サ
ア
に
奏
し
て
曰
く

ぱ
わ
れ
に
敵
す
る
も
の
な
か
ら
ん
．
わ
が
求
む
る
は
競
技
の
み
．
「
噸
く
ぱ
朧
下
、
↑
」
の
冊
瞼
は
ほ
に
許
し
給
へ
、
斯
く
も
蛾
か
し
．

～

ク
リ
ス
マ
ス
遊
戯
の
相
手
こ
そ
所
齢
唾
な
れ
。
こ
の
一
座
の
う
ち
、
さ
わ
ざ
に
陛
下
自
ら
た
ず
さ
は
り
給
ふ
こ
さ
然
る
べ
か
ら
十
．
わ

敢
て
わ
れ
に
一
蝦
を
典
へ
、
そ
の
返
報
ど
し
て
わ
れ
よ
り
の
一
躍
、
れ
い
直
弱
く
、
い
Ｅ
迂
懸
の
も
の
な
れ
ざ
も
、
こ
の
縦
の
騎
士
の

を
受
く
る
を
脈
は
翌
必
着
あ
ら
ぱ
、
來
り
て
こ
の
斧
を
執
れ
よ
。
相
乎
仕
ぢ
ん
」
ど
臓
ふ
に
、
居
竝
ぷ
武
人
も
拷
ガ
ウ
ェ
イ
ソ
に
こ

〆

い
ま
わ
れ
一
打
を
受
け
、
一
年
Ｅ
一
日
の
後
側
じ
く
一
打
を
以
て
の
競
技
を
試
み
さ
せ
総
ヘ
ピ
ロ
添
へ
し
け
れ
ば
耐
ア
ァ
サ
ァ
王
さ

げ

・
之
に
剛
ゆ
・
べ
し
」
・
ど
て
、
も
の
礎
ま
し
き
打
切
餓
技
を
挑
み
來
れ
ら
ぱ
こ
て
件
の
斧
を
ガ
ウ
ェ
イ
ン
に
授
け
給
ふ
。
‘
ガ
ゥ
ェ
イ
ン
は

る
な
り
。
居
竝
ぶ
而
盈
恐
れ
て
敢
て
涛
多
○
も
の
な
し
。
雑
の
脇
‐
、
雌
い
て
之
を
拝
受
し
や
が
て
こ
の
武
器
を
ひ
っ
さ
げ
て
雑
の
騎
士

、
士
赤
き
眼
も
て
あ
た
り
を
処
廻
し
、
綴
の
川
を
雛
め
つ
つ
「
笑
止
の
方
へ
詰
め
寄
れ
ば
、
‐
か
の
男
更
に
動
ず
る
色
も
な
く
ガ
ゥ
ェ
イ

リ

や
、
Ｚ
ノ
サ
ア
玉
の
伽
は
是
な
る
か
。
咋
仙
に
Ⅲ
え
つ
る
叫
卓
騎
士
ン
に
刷
っ
て
云
ふ
や
可
「
い
で
汝
芭
契
約
を
川
め
な
ん
。
ま
づ
汝

の
商
名
も
わ
が
一
語
に
よ
り
へ
も
ろ
く
も
波
え
さ
り
ぬ
か
な
」
ご
の
名
は
如
何
に
」
，
恒
。
・
ガ
ウ
ェ
イ
ン
ば
．
わ
が
名
を
な
の
り
、
且
つ
、
，
“

噸
け
り
笑
へ
ぱ
、
ア
ア
サ
ア
は
烈
風
の
如
く
怒
り
立
ち
（
四
“
君
Ｈ
ｏ
号
一
打
蛭
授
受
の
．
こ
こ
心
得
て
あ
り
Ｅ
云
へ
ば
、
》
か
の
維
士
之
季
笹
川

“
の
乱
口
ｅ
こ
の
挑
み
に
應
じ
て
、
‐
α
「
樅
か
汝
の
大
言
に
怖
じ
恐
さ
て
存
び
、
「
ガ
ウ
エ
イ
ン
ょ
、
．
汝
の
手
よ
り
一
雌
を
受
け
ん
毒
」

る
る
者
ぞ
。
汝
の
求
む
る
所
ま
こ
さ
凝
挫
の
沙
汰
な
れ
ご
わ
れ
是
さ
わ
が
森
な
り
。
さ
れ
ざ
わ
れ
よ
り
返
し
の
一
打
を
受
く
る
に
め

‐
を
許
し
つ
か
は
さ
ん
。
い
ざ
そ
の
斧
を
典
へ
よ
」
ど
言
ひ
つ
つ
彼
わ
が
住
家
い
づ
く
に
在
り
Ｅ
も
之
を
探
し
求
め
ん
こ
ご
彩
奔
は
れ

の
男
の
方
へ
走
り
寄
り
、
斧
を
受
取
り
胴
に
之
を
振
り
上
げ
て
か
よ
」
ご
云
へ
ば
、
ガ
ウ
エ
イ
ン
「
汝
の
住
居
は
い
づ
く
ぞ
、
名
ば
、

‐
の
怪
奇
の
武
士
に
打
っ
て
か
か
ら
ん
か
る
氣
色
な
り
。
何
ぞ
」
‐
ご
鍵
み
か
け
て
毒
ぬ
れ
ど
も
件
の
男
答
へ
ず
。
．
「
汝
首
尾

、
そ
の
さ
き
王
妃
の
傍
に
あ
り
し
ガ
ウ
ェ
イ
ン
恭
し
く
王
に
脚
ひ
よ
く
わ
れ
を
打
た
ば
そ
の
と
き
わ
が
名
を
な
の
り
住
家
を
教
ふ
く

〆

|■

』

、

Ｉ

、 ．

K
ﾀ

』
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一

し
。
い
ざ
斧
を
執
り
、
な
が
手
練
の
ほ
ど
を
兇
せ
ら
れ
よ
」
さ
て
α

線
の
騎
士
は
地
面
に
座
し
、
髪
を
掻
き
上
げ
て
、
弧
背
を
露
は
に

兇
せ
て
潔
き
川
意
の
さ
皇
な
り
．
ガ
ウ
ェ
イ
ン
斧
を
振
り
上
げ
打

，
下
せ
ば
、
竹
の
骨
は
碑
け
肉
は
み
ご
ざ
に
州
断
さ
れ
、
は
ず
み
産

喰
っ
て
斧
は
大
地
に
め
い
り
込
み
ぬ
。
彼
の
肯
は
胴
よ
り
ち
ぎ
れ

落
ち
へ
血
潮
は
あ
た
り
一
面
を
朱
に
染
め
ぬ
。
さ
れ
ざ
絲
の
騎
士

は
泰
然
ざ
し
て
た
じ
ろ
が
ず
。
や
が
て
立
上
る
ょ
芭
兇
喝
剛
に
、

・
群
ち
し
わ
が
頭
を
引
捌
ん
で
、
賜
上
商
ら
か
に
打
乗
り
た
り
。
そ

の
頭
は
髪
も
て
提
げ
ら
れ
け
る
が
、
眼
を
上
げ
口
を
州
き
て
云
ふ

↑
「
や
よ
ガ
ウ
エ
イ
ン
、
汝
さ
き
つ
晩
約
せ
し
如
く
必
ず
わ
れ
を
捜

・
し
求
め
よ
，
維
の
臓
拝
堂
を
蒸
れ
て
來
れ
。
そ
こ
に
て
今
し
わ
が

受
け
し
打
盤
を
汝
に
返
し
報
ゆ
く
し
．
時
は
來
ら
ん
年
の
正
月
の

朝
な
る
ぞ
。
絲
の
職
拝
堂
の
騎
士
と
し
て
わ
れ
を
知
る
者
多
け
れ

〆

ぱ
、
汝
の
志
操
か
た
け
れ
ば
必
ず
約
を
果
し
得
ん
。
來
ら
で
不
信

″
蒜
の
汚
名
な
受
け
給
ひ
そ
。
」
か
く
云
ひ
つ
つ
件
の
賊
士
は
己
が

〆

／
頭
を
手
に
提
げ
し
ま
ま
，
馬
の
手
綱
を
さ
つ
を
引
き
処
し
て
乗
り

去
り
、
ゆ
き
方
知
れ
ず
な
り
ぬ
。
ア
ア
サ
ア
王
ピ
ガ
ウ
ェ
イ
ン
は

去
り
ゆ
く
雑
の
騎
士
を
見
送
っ
て
呵
共
ご
大
笑
し
蝿
（
言
匡
答
画
且

，
『
サ
・
ガ
ウ
エ
イ
ン
と
雑
の
騎
士
』
に
つ
い
て

一
‐

1

'

／

Ｆ
■
Ⅲ
ｕ
■
『

ｍ
『
旨
）
。
王
は
妃
を
凧
み
て
、
「
こ
の
驚
異
に
、
ゆ
め
心
擾
し
紬
ふ
な
、、

こ
れ
ぞ
う
て
つ
け
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
餘
典
な
る
ぞ
」
ご
快
活
に
語

り
、
ガ
ウ
エ
イ
ン
に
命
じ
て
か
の
斧
を
上
段
の
確
川
に
懸
け
し
め
」

諸
待
ご
共
に
盛
ん
な
る
饗
宴
に
そ
の
日
を
経
り
ぬ
。
い
で
ガ
ゥ
ェ

イ
ン
の
君
よ
、
ゞ
心
し
て
、
始
め
た
ま
ひ
し
胃
瞼
の
群
し
さ
に
た
じ

ろ
ぎ
給
ふ
な
。
．

ガ
ウ
エ
イ
ン
が
怪
異
な
る
冒
険
を
始
め
し
ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節

も
や
が
て
過
ぎ
、
レ
ン
ト
も
経
り
夏
ご
な
り
鯉
。
花
咲
き
風
旗
る

夏
も
去
り
、
藩
葉
の
秋
を
維
て
は
や
く
も
秤
び
冬
は
訪
れ
來
り
、

ミ
ク
ル
マ
ス
さ
も
な
れ
ば
ガ
ウ
エ
イ
ン
は
緑
の
澱
秤
堂
の
騎
士
を

求
め
て
旋
路
に
Ⅲ
立
つ
準
怖
に
心
忙
し
。
ア
ア
サ
ァ
王
は
閏
聖
節

の
日
、
ガ
ウ
エ
イ
ン
“
を
送
る
た
め
、
い
ざ
華
か
な
る
椚
笑
を
催
せ

ば
、
集
ひ
來
り
し
騎
士
、
炎
姉
人
み
な
ｎ
に
は
そ
れ
芭
云
は
ね
ざ

も
、
深
き
悲
し
み
を
こ
の
勇
士
の
た
め
に
感
ぜ
ざ
る
は
芯
か
り
声

琶
．
要
は
て
て
ガ
ウ
・
エ
イ
・
ン
は
Ｚ
ノ
サ
ア
王
に
旅
川
の
勅
許
を
乞
令
ロ
ー
町

ひ
、
罪
朝
發
疋
仕
る
べ
巻
旨
言
上
す
れ
ば
、
・
川
卓
の
騎
士
の
面
衣

一
○
三
。
（
四
・
一
七
九
）
・

～

TF

第

一

FL■亀

J1L

、

､
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I
I

、
、

Ⅱ

＝

』

Ｉ

、
、
〆

１

－

１

『

丈
・
準
へ
郷
究
節
二
一
十
凹
桝
‐

、

／
・

は
、
ガ
ウ
エ
イ
ン
ほ
ざ
の
武
士
を
む
ざ
む
ざ
妃
地
に
赴
か
し
む
こ

さ
の
悲
し
さ
よ
さ
歎
け
・
ざ
も
、
ガ
ウ
エ
イ
ン
さ
ら
に
憂
ふ
る
色
も

１

な
く
、
「
厳
た
る
運
命
に
對
し
て
は
、
た
ざ
試
み
力
め
ん
外
は
な
し
」

芭
云
ひ
ぬ
。
？

そ
の
翌
朝
ガ
ウ
エ
イ
ン
は
い
よ
い
よ
出
陣
の
装
束
を
論
い
。
ト

ウ
ル
ウ
ス
製
の
敷
物
を
床
に
欺
か
せ
、
そ
の
上
に
立
ち
て
、
・
サ
ル

，
シ
元
締
の
胴
衣
を
蒲
、
頭
巾
を
冠
り
、
足
に
は
黒
繊
の
靴
産
穿
き
、

１

－
・
脛
柑
を
蒜
け
、
腿
に
は
腿
叩
を
繩
ひ
、
そ
の
外
腕
ご
い
ひ
肱
ど
い

び
手
ご
い
ひ
何
れ
も
良
礎
の
武
共
も
て
被
ひ
、
胴
に
は
輝
く
鋼
の

ｔ
銃
孑
錐
を
、
更
に
そ
の
上
に
陣
羽
織
を
荒
哨
拍
耶
は
輩
金
づ
く

・
り
、
剣
は
紺
紐
も
て
腰
に
伽
か
れ
た
り
。
こ
の
き
ら
び
や
か
な
る

、

い
で
た
ち
に
て
ガ
ウ
エ
イ
ン
は
慨
拝
堂
の
祭
箪
曲
く
修
ぜ
ら
れ
た

Ｊ

１

もＪろ彌撒を総聞し、やがてアアサア王ざその価下たちに暇

負
乞
の
挨
拶
を
な
し
了
れ
ば
、
彼
の
乘
馬
グ
リ
ン
、
コ
レ
ッ
ト
の
用
意

、

も
訓
ひ
、
そ
の
背
に
は
黄
金
の
縁
飾
り
美
は
し
き
鞍
ぞ
世
か
れ
た

、

る
。
つ
い
で
彼
は
蛮
石
燦
ざ
．
し
て
輝
く
兜
を
頭
に
城
４
．
彼
の
楯
〆

に
は
純
金
も
て
識
か
れ
た
る
五
稜
形
の
紋
章
あ
り
。
そ
も
そ
も
こ

の
五
稜
の
紋
所
は
そ
の
昔
ソ
ロ
モ
ン
王
の
考
案
に
な
る
も
の
に
て
、

f

、

、

■

､

、

ニ

ノ

マ

■
も

ｇ

、

〃

一

、
、

ｊ

一
○
四
（
四
一
八
○
）
・

冒
処
変
」
の
表
象
な
り
。
こ
れ
ま
こ
と
に
ガ
ウ
エ
イ
ン
の
如
く
信

も

武
に
し
て
澱
節
を
術
ぴ
、
純
潔
に
し
て
有
徳
の
士
に
は
祁
唯
し
き

〃

象
徴
な
ら
か
や
。
、
ガ
ウ
エ
イ
ン
は
や
が
て
柿
を
手
に
ど
り
へ
人
交

４

〆
。

■

一

に
お
さ
ら
ば
を
衿
げ
、
駿
賜
に
拍
車
あ
て
て
駆
け
州
し
ぬ
る
そ
の

ロ
勢
、
蹄
は
行
上
に
火
花
を
散
ら
し
け
り
。
、

閉
門
①
い
づ
匡
魂
引
尉
Ｑ
毎
ケ
①
の
庁
①
①
Ｑ
劃
く
岸
彦
侍
医
①
切
己
匡
昂
伽
哩
画
口
Ｑ
ｍ
己
Ｈ
ｍ
ｐ
ｍ
Ｏ
ｐ

『

Ｉ

ザ
貯
透
Ｐ
望
匂
の
。
曾
罵
届
『
ず
色
↓
舜
汀
①
胃
○
コ
⑦
観
吋
⑦
②
罫
匡
○
雷
○
一
局
計
ぽ
⑦
Ｈ
の

画
傳
９
（
罠
、
『
？
’
こ
妻
・
・

あ
ど
見
送
り
し
人
盈
は
深
く
悲
し
み
、
比
ぶ
も
の
な
き
こ
の
勇

Ｆ

‐
者
は
一
世
の
指
導
者
ど
も
な
り
ぬ
一
べ
き
人
な
り
、
．
あ
た
ら
命
を
鬼

０

．

９０
｝

抑
（
四
目
①
冨
号
目
鱒
昌
）
の
た
め
に
失
は
ん
こ
さ
こ
そ
惜
し
け
れ

げ
Ｊ

ｄ

一

Ｊ

ざ
、
熱
き
涙
を
流
し
て
歎
く
も
の
多
か
り
言
。

●

〃

・
ガ
ウ
エ
イ
ン
は
た
ご
一
人
英
蘭
の
諸
領
を
さ
す
ら
ひ
穆
北
ウ
エ

グ

β

イ
ル
ズ
近
く
な
る
ま
で
辿
ふ
人
ど
て
な
く
、
馬
の
み
を
旅
路
の
友

ご
せ
り
。
ホ
リ
ヘ
ッ
ド
を
過
ぎ
ウ
イ
ロ
オ
ル
に
入
ｊ
、
み
ち
み
ち

写

●

、
緑
の
會
堂
の
緑
の
騎
士
を
葬
れ
求
む
れ
ざ
も
杏
在
し
て
そ
の
消
息

〃

知
れ
ず
、
彼
の
面
に
憂
色
の
派
う
こ
Ｅ
幾
度
な
り
し
ぞ
。
膿
ま
た

、
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グ
リ

〆

込
・

雌
を
錐
ぢ
、
川
ま
た
川
を
沙
ち
渡
り
行
く
ほ
ざ
に
、
蛇
、
狼
、
蕃
を
は
づ
さ
せ
、
い
ざ
懇
ろ
に
も
て
な
す
。
つ
い
で
城
主
み
づ
か
ら

〆
〃

人
Ｅ
戦
ひ
、
あ
る
は
野
牛
・
熊
、
野
猫
を
敵
と
せ
り
。
こ
れ
に
も
増
・
現
は
れ
、
丁
亜
に
ガ
ウ
エ
イ
ン
を
迎
へ
て
云
ふ
や
う
「
心
の
ま
ま

、

し
て
ガ
ゥ
ェ
舟
シ
を
憐
ま
せ
し
は
厳
し
き
冬
の
寒
さ
な
り
。
か
く
に
振
舞
は
せ
た
ま
へ
。
此
虚
に
あ
る
魁
の
皆
卿
の
御
意
の
ま
ま
に

＃
苦
難
の
言
す
ら
ひ
の
中
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
前
夜
を
迎
へ
ぬ
。
そ
の
用
ひ
た
ま
へ
」
さ
云
へ
ば
、
ガ
ウ
ェ
イ
ン
之
を
謝
し
、
主
客
は
互

〃
〆
‐
朝
ガ
ウ
エ
イ
ン
は
深
山
幽
谷
の
棚
木
多
く
茂
れ
る
所
に
茜
り
て
、
、
に
抱
擁
の
澱
茜
交
は
し
ぬ
・

グ

枯
枝
に
悲
し
く
鴫
く
烏
の
弊
を
聞
き
ゐ
た
り
。
彼
は
マ
リ
ァ
に
所
ガ
ウ
ェ
イ
ン
．
は
あ
る
じ
の
容
貌
を
打
見
る
に
、
年
た
け
た
る
も

一
り
を
捧
げ
、
「
ク
リ
ス
マ
ス
の
彌
撒
を
鱸
か
ま
欲
し
け
鯉
ぱ
、
願
く
の
の
ふ
に
し
て
、
そ
の
髭
は
反
黒
に
て
面
上
に
は
燃
ゆ
る
火
の
熾

、

。
・
ぱ
人
の
住
む
所
へ
率
て
ゆ
き
た
ま
こ
ざ
願
へ
ぱ
、
そ
の
斬
り
言
．
烈
さ
茜
湛
へ
た
り
。
一
國
の
君
一
城
の
あ
る
じ
に
相
唯
し
き
人
物

一
一
》
弧
↑
《
‐
よ
り
輝
く
陽
光
を
浴
び
て
葬
ゆ
る
を
兄
た
り
。
ガ
ウ
エ
イ
ン
直
ち
定
め
、
ま
た
一
室
を
さ
き
て
彼
の
居
問
に
充
て
ぬ
。
こ
の
室
の
訓

・
ひ
も
め
へ
ず
忽
ち
に
、
美
は
し
き
城
郭
一
樅
へ
森
の
柵
の
木
の
間
さ
ぞ
払
え
た
一
。
。
あ
る
じ
は
ガ
ウ
エ
イ
ン
に
侍
す
る
小
姓
を
特
に

一
〃
に
そ
の
城
の
正
門
に
駆
け
行
き
て
兇
れ
ば
、
跳
ね
橋
は
吊
り
上
げ
．
度
す
べ
て
に
美
は
し
・
く
、
潅
具
は
高
雅
に
、
絹
の
窓
掛
に
は
黄
金

一
ら
れ
諸
所
の
州
は
固
く
閉
さ
れ
た
り
。
胸
壁
、
物
兇
櫓
、
凹
塔
の
、
の
総
飾
り
あ
り
、
壁
面
や
床
上
に
は
綴
織
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
あ
り
・

｜
‐
↓
結
榊
ど
望
み
凡
て
、
城
内
の
た
ざ
一
隅
緯
だ
に
宿
る
こ
ご
産
得
ば
こ
こ
に
て
人
糞
ガ
ウ
エ
イ
ン
の
鎧
を
脱
が
せ
、
運
び
來
り
し
数
為

幸
な
ら
ん
這
思
ひ
つ
つ
、
ガ
ウ
エ
イ
ン
案
内
を
乞
ひ
、
ほ
ざ
な
く
の
美
服
の
中
よ
り
良
言
を
選
び
て
論
せ
し
む
れ
ば
、
彼
に
ま
さ
り

ア
ダ
岸

〆
寺
ｉ

・
、
剛
で
來
ｂ
た
る
門
番
に
向
ひ
、
わ
が
爲
め
に
一
夜
の
宿
を
ば
城
の
．
て
美
は
し
き
騎
士
世
に
あ
り
ど
も
恩
は
れ
か
Ｃ
さ
ら
に
ま
た
炭
火

も
ノ

ー
あ
る
じ
に
願
ひ
給
へ
ご
云
へ
ぱ
、
か
の
門
恭
は
答
へ
て
「
い
つ
ま
燃
ゆ
る
艫
逢
の
椅
子
が
彼
の
た
め
に
世
か
れ
、
刺
紬
美
し
さ
外
衣

で
に
て
も
御
意
の
ま
ま
認
り
た
ま
こ
ど
答
ふ
。
や
が
て
多
く
の
の
紹
皮
も
て
．
裏
づ
け
し
た
る
が
彼
の
た
め
に
運
ば
れ
、
・
ガ
ゥ
ェ
イ

ー
騎
士
從
士
は
ガ
ウ
エ
イ
ン
を
庇
朏
へ
講
じ
入
れ
、
兜
を
脱
が
せ
剣
ン
全
く
寒
さ
を
忘
れ
ぬ
。
や
が
て
彼
は
沐
浴
を
お
へ
て
食
膳
に
つ

へ一
・
．
『
サ
・
ガ
ウ
エ
イ
ン
と
雑
の
騎
士
』
に
つ
い
て
一
○
五
（
四
一
八
Ｃ

ｌ
ｊ
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文雛研究・節三十間岬一○六〔四一八二）．‐けば美味珍希池ばれ、荊鞠の美澗まで注がれければ、ガ頚、あらはに処えて、丘に降りつもる難よりも消し。」こ’一

ハ

ー
ウ
エ
イ
ン
い
さ
心
悦
し
く
な
り
ぬ
。
、
の
姉
女
の
姿
を
兇
る
や
、
ガ
ウ
ェ
イ
ン
は
あ
る
じ
の
許
を
乞
ひ
て

Ｊ
・
ガ
ウ
エ
イ
ン
間
は
る
る
ま
ま
に
わ
が
名
を
な
の
れ
ば
、
鯨
の
人
彼
等
に
近
づ
き
進
み
、
老
姉
人
に
ば
懇
ろ
に
禽
聯
し
か
若
き
夫
人

変
は
ア
ア
サ
ア
王
陛
下
の
騎
士
Ｅ
し
て
拙
に
憾
恥
な
き
勇
者
を
目
に
對
し
て
は
敬
し
く
抱
擁
接
吻
の
澱
を
な
し
・
彼
等
の
下
僕
た
ら

り
ｈ
｜

の
あ
淀
鵬
ソ
凡
る
こ
こ
の
鱗
し
さ
よ
ざ
巽
畢
”
ぶ
こ
ご
限
拙
ソ
な
く
、
互
せ
た
ま
へ
声
」
乞
ひ
（
画
の
訴
庁
○
ず
①
昏
凰
Ｈ
の
①
貝
曽
ら
、
や
が
て
一
同

〆
王
。
Ｉ

に
噺
さ
て
川
く
、
典
雅
な
る
畢
止
ご
盤
勉
な
ゑ
扁
語
の
典
刎
を
こ
‐
打
連
れ
御
錐
を
川
で
て
庶
問
に
入
れ
ば
、
名
芥
は
州
し
み
な
く
蕪

の
騎
士
よ
り
を
學
ぶ
を
得
ん
、
わ
れ
ら
の
容
人
こ
そ
「
職
節
の
ぜ
ら
れ
か
美
椚
蝶
か
に
注
が
れ
、
・
主
客
ど
も
に
打
蠅
ぎ
て
樂
し
む
ｐ
，
／
｜

‐
師
父
」
な
れ
ば
な
り
、
げ
に
斯
る
ま
ら
う
津
を
わ
れ
ら
に
遥
は
伽
の
あ
る
じ
は
蒲
け
た
る
頭
巾
を
脱
ぎ
て
柿
に
判
ち
懸
け
て
、
ク

さ
れ
し
は
粟
加
に
餘
る
こ
、
と
な
り
、
又
み
や
ぴ
た
る
識
の
語
ら
ひ
リ
ス
マ
ス
の
座
興
に
肢
も
秀
で
し
方
に
此
肌
叩
進
ず
べ
し
、
わ
れ
も

（
胃
○
く
①
‐
冨
旨
眉
）
・
の
術
も
彼
よ
り
學
ぶ
・
べ
し
‐
な
・
ざ
ご
語
り
合
へ
」
や
わ
か
敗
く
べ
き
ぞ
な
ぎ
を
戯
れ
て
云
ひ
ぬ
・
は
や
液
に
も
な
れ

り
。
夕
餉
堂
ｊ
へ
て
一
同
慨
拝
唯
に
欄
で
て
共
に
ク
リ
ス
マ
ス
の
．
ぱ
、
ガ
ウ
エ
イ
ン
は
己
が
潅
室
Ｅ
定
め
ら
れ
し
一
室
へ
．
退
き
ぬ
。
。

｛
、
夜
の
彌
撒
を
聰
側
す
。
城
主
ご
席
を
同
じ
う
し
て
座
し
ゐ
た
る
ガ
つ
さ
め
て
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
ご
な
れ
ば
館
の
内
に
湫
拝
あ
ふ
れ
、
‐

ウ
エ
イ
ン
は
こ
の
御
堂
に
て
此
城
主
の
夫
人
に
含
ふ
．
夫
人
は
そ
饗
宴
い
ざ
朧
に
樅
さ
伽
、
ガ
ウ
ェ
イ
ン
は
城
主
の
奥
方
琶
語
ら
ひ

の
容
色
王
妃
ギ
ネ
ヴ
イ
ア
に
も
勝
る
ほ
ざ
の
麗
人
に
て
、
多
く
の
つ
冨
愉
し
く
こ
の
佳
蒼
日
を
過
し
ぬ
。
か
く
て
三
日
の
州
湫
樂
を

侍
女
に
か
し
づ
か
師
噌
ま
た
一
人
の
老
姉
人
こ
の
奥
方
の
傍
に
識
し
た
る
城
内
の
人
友
も
聖
ヨ
ハ
ネ
祭
の
日
を
簸
後
Ｅ
し
て
降
誕

一
〃

・
あ
り
て
手
を
ご
げ
て
之
を
導
き
ぬ
・
老
女
は
そ
の
罷
躯
嬢
小
に
し
節
の
渡
祁
竺
Ｊ
へ
、
‐
容
人
さ
も
暇
を
告
げ
て
鮪
を
去
り
ゆ
く
人
も

て
、
そ
の
頬
は
こ
け
て
雛
よ
り
、
姿
態
荘
だ
醜
悪
な
る
が
、
・
こ
れ
少
か
ら
ざ
り
し
が
、
あ
る
じ
は
ガ
ウ
エ
イ
ン
を
猫
も
冊
め
ん
芭
す
，

０
》
、
。

に
ひ
き
か
へ
若
き
夫
人
は
い
ど
み
ゞ
つ
み
づ
し
く
「
そ
の
胸
、
そ
の
恥
。
を
、
ガ
ウ
エ
イ
ン
ば
之
を
慨
し
、
わ
れ
並
善
使
命
あ
り
て
、
元

、

1
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、
ｏ

ｈ
ｈ
ｐ
－
１

日

、
両
日
に
雑
の
職
拝
掌
菅
訪
れ
ん
さ
す
、
そ
の
所
在
を
知
心
茄
ふ
ら
し
た
《
る
床
に
断
を
横
へ
ゐ
た
り
し
が
、
戸
、
に
人
の
忍
び
来
る
・
ゞ

や
、
ざ
あ
る
じ
に
尋
ぬ
る
に
、
あ
る
じ
答
．
へ
て
曰
く
、
そ
は
二
け
は
ひ
あ
り
。
ガ
ウ
エ
イ
ン
垂
紺
の
透
朏
よ
り
誰
な
ら
ん
ご
窺
へ

〃

唖
ば
か
り
の
い
ざ
近
苔
所
に
あ
れ
ば
巡
の
案
内
も
致
す
曇
へ
し
ざ
い
ぱ
、
か
の
美
し
き
城
主
の
奥
方
な
り
。
そ
ご
戸
を
剛
め
て
彼
の
床
・

ぶ
。
ガ
ウ
エ
イ
ン
打
喜
び
、
な
ほ
暫
く
慨
る
こ
ご
ど
な
り
ぬ
。
そ
に
近
づ
き
来
る
女
の
様
子
に
ガ
ウ
エ
イ
ン
恥
ら
ひ
て
、
態
琶
眠
れ
，

の
ど
き
あ
る
じ
の
曰
く
「
わ
れ
は
明
日
よ
り
棚
毎
に
狩
猟
に
出
づ
る
肱
を
よ
そ
へ
ば
、
女
人
は
靜
に
歩
み
寄
り
、
垂
紺
を
押
し
わ
け

ｊくし、ゞ
川は砺旅の疲れも未だ癒え給はざれぱ、明日蠅撒て入り來り、彼の床の逢に座して目叫むるを待たんごす

の
あ
ひ
だ
は
宝
に
休
ら
ひ
給
へ
・
妾
は
川
さ
ど
も
に
食
事
を
識
る
有
様
に
、
・
ガ
ウ
エ
イ
ン
心
の
中
に
て
深
く
こ
れ
を
誹
り
し
が
、

り
、
卿
の
御
和
手
を
し
て
お
慰
め
巾
す
べ
し
ｐ
鐘
に
お
約
束
願
ひ
さ
な
が
ら
驚
き
目
剛
め
た
る
態
に
て
起
き
上
り
眼
を
兄
開
き
で
見

●

度
苔
縦
あ
り
．
わ
れ
狩
に
出
で
護
る
ら
ん
森
の
幸
は
何
に
て
も
め
れ
ぱ
、
か
の
腿
人
は
お
ご
が
ひ
ご
頬
に
は
ｎ
ご
朱
ご
孝
笹
雑
へ
て
美

れ
、
蹄
り
て
川
に
献
か
く
け
れ
ば
、
卿
も
わ
が
不
在
の
あ
ひ
治
館
し
く
、
小
さ
拝
に
は
笑
を
湛
へ
て
ゐ
た
り
。
夫
人
は
彼
に
會
樺
を

の
巾
に
て
榔
給
ふ
く
言
幸
を
わ
れ
に
典
へ
給
へ
」
ご
云
へ
ば
ガ
ウ
な
し
て
云
ふ
「
か
く
人
の
入
り
來
る
を
も
知
り
給
は
い
繼
坊
の
君

エ
イ
ン
之
を
諾
ひ
、
や
が
て
夜
ど
も
な
れ
ば
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
繼
室
よ
、
い
で
飛
を
床
に
縛
り
つ
け
な
ん
。
わ
が
夫
は
い
ま
家
に
あ
ら

へ
Ｅ
引
退
り
ぬ
。

ず
、
わ
が
侍
女
ざ
も
も
疫
て
あ
り
砺
戸
を
鎖
し
た
る
こ
の
宝
に
あ
‐
‐

〃
〕

る
は
燕
こ
わ
れ
の
み
。
わ
が
艘
君
に
委
ね
ま
ゐ
ら
せ
ん
」
ご
て
、
な

鋪
三
章

ノ

↓
、
ま
め
か
し
く
言
ひ
寄
り
て
ガ
ウ
エ
イ
ン
の
心
を
誘
ふ
を
、
脇
士
は
・

翌
日
夜
も
未
だ
明
け
や
ら
に
城
主
は
起
き
川
で
、
騎
士
を
從
へ
、
態
勉
に
職
節
正
し
く
答
へ
つ
つ
受
け
流
し
て
巧
に
そ
の
誘
惑
を
却

蛎
に
乘
り
、
経
日
鹿
狩
に
餘
念
な
か
り
苔
・
こ
れ
に
ひ
き
か
ヘ
ガ
け
し
か
ば
、
夫
人
は
察
し
く
僻
し
去
ら
ん
ご
し
て
笑
ひ
つ
つ
、
「
誰

ウ
エ
イ
ン
は
准
崇
・
に
あ
り
て
，
美
し
き
天
誰
の
下
に
飛
紺
を
め
ぐ
ょ
、
ま
こ
こ
に
枇
に
Ⅲ
え
つ
る
ガ
ウ
ェ
イ
ン
の
飛
に
し
あ
ら
ぱ
、

『
サ
・
ガ
ウ
ェ
イ
ン
と
縦
の
騎
士
』
に
つ
・
い
て
・
一
○
七
（
四
一
八
三
）
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女
人
Ｅ
か
く
踵
く
對
座
し
給
ひ
て
一
度
の
接
吻
を
求
む
る
洲
節
を

忘
れ
給
ふ
こ
さ
よ
も
あ
ら
じ
」
ご
云
へ
ぱ
、
ガ
ウ
ェ
イ
ン
騎
士
の

ノ
な
ら
ひ
ご
て
之
を
諾
ふ
．
夫
人
は
彼
に
寄
り
添
ひ
彼
を
抱
さ
て
接

．
、
吻
し
ぬ
。
や
う
や
く
に
夫
人
を
送
り
川
し
て
ガ
ウ
ェ
イ
ン
は
蝿
撒

を
聰
き
、
‐
そ
の
日
、
夕
月
の
出
づ
る
頃
ま
で
館
の
婦
人
逹
琶
共
に

愉
し
げ
に
語
り
て
時
を
過
し
ぬ
９

さ
る
ほ
ど
に
狩
に
出
で
し
館
の
あ
る
じ
一
行
は
竹
尾
よ
く
一
頭

・
の
鹿
を
射
止
め
て
そ
の
腹
を
割
き
肉
を
切
り
、
、
臓
脈
は
犬
に
唯
は

し
め
い
家
路
に
つ
き
弓
〔
推
物
を
狩
場
に
て
庭
理
す
る
手
順
は

委
曲
を
識
し
て
叙
し
て
あ
る
〕

○

↓
森
の
幸
を
得
て
航
に
歸
り
し
あ
る
じ
は
、
一
同
を
集
め
、
ガ
ウ

エ
イ
ン
を
招
き
そ
の
准
物
を
彼
に
呈
す
れ
ば
、
ガ
ウ
エ
イ
ン
之
を

納
け
、
か
ね
て
約
束
の
報
悩
と
し
て
主
に
接
吻
を
與
へ
源
．
主
人

は
快
く
こ
れ
を
受
け
て
、
何
虎
よ
り
か
か
る
幸
を
得
給
ひ
し
を
尋

．
ぬ
れ
ど
、
ガ
ウ
エ
イ
ン
「
そ
は
間
ひ
礎
し
給
ふ
な
、
約
せ
し
こ
さ

の
外
な
れ
ば
」
ご
答
へ
、
や
が
て
主
客
ど
も
に
晩
餐
の
卓
に
つ
き
、

、
焔
を
剛
み
酒
を
酌
み
、
重
い
て
翌
日
の
准
物
の
交
換
を
奔
ひ
交
は

し
、
夫
堂
の
纒
室
に
ひ
き
送
り
ぬ
・
つ
ど
め
て
鶏
鳴
三
座
州
え
ざ

、

１

腿

~一

1
1■

一
○
八
（
四
一
八
四
）
‘
‐

る
に
既
に
あ
る
じ
起
き
出
で
狩
に
出
で
立
ち
ぬ
。
や
が
て
彼
は
狩

場
に
て
一
頭
の
野
猫
を
發
兄
し
、
ひ
ね
も
す
之
を
追
ひ
ぬ
．

こ
の
刺
ガ
ウ
ェ
イ
ン
未
だ
起
き
や
ち
ず
床
に
臥
し
た
る
ど
き
、

か
の
城
主
の
妻
な
る
女
人
ま
た
彼
の
纒
室
に
忍
び
來
り
て
、
彼
の

ふ
し
ど
の
傍
に
座
し
、
「
昨
日
わ
が
教
へ
参
ら
せ
し
こ
さ
を
は
や
忘

れ
給
ひ
し
や
」
ど
て
彼
に
接
吻
を
促
し
、
み
づ
か
ら
身
を
こ
ご
め
、

て
彼
を
抱
擁
し
ぬ
。
猫
も
夫
人
は
言
葉
を
つ
く
し
て
騎
士
の
心
を

悪
に
筋
は
ん
Ｅ
す
れ
ざ
も
ガ
ゥ
ェ
イ
ン
は
催
勉
に
棒
へ
つ
つ
そ
の

志
操
を
守
り
ぬ
。
乗
ず
べ
さ
隙
も
な
け
れ
ば
、
夫
昶
は
い
ま
一
度

の
接
吻
を
ガ
ウ
ェ
イ
ン
に
典
へ
て
こ
の
朝
も
ま
た
ま
し
く
去
り
ゆ

蚤
ず
い
９

、

一
方
狩
猫
に
川
で
し
城
主
は
そ
の
一
行
ざ
ど
も
に
荒
れ
狂
ふ
野

流
を
遂
に
屠
り
そ
の
肉
を
館
に
持
ち
歸
り
ガ
ウ
ェ
イ
ン
に
蛾
れ
ば
、

彼
は
害
ぴ
て
之
を
紬
け
、
二
回
の
接
吻
を
あ
る
じ
に
典
へ
て
之
に

報
ゆ
。
↑
や
が
て
晩
餐
を
共
に
し
主
審
漱
談
に
時
を
過
し
け
る
が
、

そ
の
き
き
ガ
ウ
エ
イ
ン
は
あ
る
じ
に
、
至
朝
肌
發
す
べ
け
れ
ば
ど

て
暇
乞
を
述
、
ぺ
ん
ご
す
る
に
主
人
こ
れ
を
ご
ざ
め
、
「
必
ず
や
か
の

緑
の
御
堂
へ
は
元
旦
の
朝
早
く
（
ざ
掲
胃
ざ
獄
の
目
日
。
）
着
き

、
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給
ふ
く
け
れ
ば
狂
げ
て
い
ま
一
夜
ど
ざ
ま
り
給
色
琶
云
へ
ぱ
、

ガ
ウ
エ
イ
ン
是
非
な
く
之
を
諾
ふ
．
‐
そ
の
夜
主
客
は
三
た
び
推
物

の
交
換
を
約
し
麺
。
つ
ど
め
て
館
の
猟
人
ざ
も
森
に
ゆ
き
て
一
頭

の
狐
を
追
ふ
。
こ
の
朝
ガ
ウ
エ
イ
ン
は
垂
紺
に
剛
ま
れ
し
ふ
し
ぎ

に
熟
推
し
て
あ
り
し
ど
き
℃
か
の
館
の
女
あ
る
じ
、
頚
ご
胸
ご
を

あ
ら
は
に
見
せ
た
る
美
は
し
き
衣
を
綴
ひ
て
入
り
來
り
、
，
明
日
に

辿
れ
る
同
瞼
を
夢
み
て
あ
り
し
騎
士
を
呼
び
脈
ま
し
、
そ
の
而
に

接
吻
し
ぬ
．
ガ
ウ
エ
イ
ン
は
か
く
も
美
は
し
く
論
飾
り
た
る
腿
人

の
容
姿
を
兄
て
湧
き
上
る
喜
悦
を
心
に
感
じ
胸
。
こ
は
ま
さ
に
危

ｊ

機
な
り
き
・
．
卯
ア
が
此
騎
士
を
守
り
給
ふ
こ
ピ
な
し
ば
』
（
ｚ
帛

冒
画
曇
昌
胃
吋
弄
口
侭
胃
日
ざ
、
』
．
。
＄
）
ガ
ウ
エ
イ
ン
は
此
こ
き

恐
ら
く
罪
に
陥
り
し
な
ら
ん
９
彼
は
こ
の
女
性
の
求
愛
を
む
げ
に

却
く
る
非
職
を
犯
す
か
、
或
は
こ
の
伽
の
あ
る
じ
を
喪
切
る
叛
逆

の
罪
に
陥
る
こ
と
を
恐
れ
て
逵
巡
す
。
夫
人
ぱ
こ
れ
を
兇
て
「
君

は
わ
れ
に
優
り
て
い
ど
し
き
愛
人
を
有
ち
給
ふ
や
」
ご
怪
し
み
誰

ぬ
れ
ば
、
ガ
ウ
エ
イ
ン
は
「
否
琶
よ
、
わ
れ
に
は
懸
人
な
く
、
ま

ず
。

た
あ
ら
ん
こ
さ
も
望
ま
ず
』
ざ
心
弧
く
も
言
ひ
放
て
ば
、
女
は
心

悲
し
く
洲
息
つ
き
つ
つ
彼
に
接
吻
し
、
「
せ
め
て
は
憶
ひ
冊
の
よ

『
サ
・
ガ
ウ
エ
イ
ン
と
緑
の
騎
士
』
に
つ
い
て

､

／

Ｐ
娠
風
風
研
▲

〆

f

す
が
に
、
何
に
て
も
あ
れ
や
か
た
み
の
品
賜
は
れ
か
し
」
ご
乞
へ
・

ざ
も
諺
ガ
ウ
エ
イ
ン
族
の
身
な
れ
ば
そ
の
肘
意
も
な
し
ご
答
ふ
。
・

夫
人
は
「
し
か
ら
ぱ
わ
れ
よ
す
君
に
ま
ゐ
ら
せ
ん
」
ざ
て
黄
玉
の
、

き
ら
め
け
る
黄
金
の
指
輪
を
差
出
す
と
ガ
ウ
エ
イ
ン
僻
し
て
受
け
、

ず
。
さ
ら
ば
ご
て
夫
人
は
自
ら
鵬
の
ま
わ
り
に
巻
き
け
る
帯
紐
の

‐
緑
の
絹
も
て
飾
れ
る
と
解
さ
て
之
を
す
す
む
れ
ざ
騎
士
は
重
ね
て

之
を
僻
し
、
「
水
火
の
苦
し
み
に
も
耐
へ
て
君
の
忠
僕
た
ら
ん
ず
る
』

わ
れ
に
は
あ
れ
ざ
、
晩
り
給
ふ
も
の
は
何
に
て
も
あ
れ
、
受
く
る

こ
さ
叶
は
じ
」
琶
云
ふ
。
夫
人
は
こ
れ
に
應
へ
て
曰
く
「
こ
の
紐

い
と
は
し
た
な
き
冊
な
れ
ば
ど
て
か
く
は
受
け
給
は
ざ
る
に
や
、

ま
こ
さ
．
こ
の
絆
の
中
に
ひ
そ
む
奇
し
き
力
を
知
ら
ん
ほ
ざ
の
者

は
、
よ
も
之
を
蝿
ん
じ
給
は
じ
。
こ
の
帯
蒲
け
給
ふ
人
は
剣
の
雌
：

に
辿
ふ
こ
を
な
く
、
天
下
如
何
な
る
者
も
之
を
傷
け
之
を
殺
す

こ
さ
を
得
じ
・
」
こ
の
言
葉
を
州
さ
て
ガ
ウ
エ
イ
ン
心
に
思
へ
ら

く
、
い
み
じ
き
州
か
な
、
わ
れ
雑
の
御
堂
に
赴
さ
て
首
の
座
に
直
、

ら
ん
ど
き
晦
之
に
よ
り
命
を
全
ふ
し
柵
れ
ぱ
幸
な
ら
ず
や
、
ど
て

●

之
を
蝦
む
心
切
な
り
。
遂
に
ガ
ウ
エ
イ
ン
は
夫
人
の
諭
ふ
ま
ま
に

こ
の
帯
紐
を
受
け
、
か
っ
こ
の
こ
ど
は
館
の
あ
る
じ
に
も
秘
し
て

一
○
九
（
四
一
八
五
）
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語
ら
じ
ご
約
束
す
。
伽
く
て
夫
人
は
こ
の
朝
三
度
ガ
ウ
ェ
イ
ン
に

接
吻
し
て
彼
の
宝
を
辞
し
去
り
函
。
彼
は
起
き
上
り
、
夫
人
よ
心

蛎
ら
れ
し
緋
の
紐
を
秘
か
に
身
に
溶
け
、
そ
の
朝
の
蠅
撒
に
術
で

湧
歸
ｂ
、
か
の
淑
女
た
ち
ご
術
に
も
ま
し
て
心
愉
し
げ
に
遊
び
語

り
て
そ
の
日
を
過
し
麺
。

・
さ
る
ほ
ど
に
狩
に
出
で
ゆ
き
し
城
主
Ｅ
そ
の
一
行
は
ひ
ね
も
す

狐
を
進
ふ
て
森
を
か
け
巡
り
、
夕
葬
近
言
唖
よ
う
よ
う
之
を
狩
り

得
て
家
路
に
就
き
ぬ
．
締
り
来
ぬ
る
あ
る
じ
を
迎
へ
て
ガ
ゥ
エ
イ

ン
は
三
度
之
に
懇
ろ
な
《
Ｑ
接
吻
を
典
ふ
れ
ば
、
城
主
は
そ
の
日
の

推
物
た
る
狐
皮
を
蛾
り
、
「
卿
の
幸
多
か
り
し
こ
ご
ょ
。
ｎ
階
し
や

わ
れ
は
こ
の
狐
皮
一
枚
を
獲
し
の
み
」
ご
い
ふ
頃
や
が
て
館
の
人

糞
打
揃
ひ
い
さ
愉
し
く
、
い
琶
盛
に
晩
餐
を
共
に
し
価
や
が
て
そ
れ

ぞ
れ
榧
に
就
く
刻
限
ど
は
な
り
ぬ
９
ガ
ウ
エ
イ
ン
は
梁
し
か
り
し

逗
留
の
肌
の
心
誰
し
を
あ
る
じ
に
謝
し
、
明
朝
發
足
に
つ
い
て
は

道
案
内
の
人
を
ひ
ご
り
附
け
給
へ
亡
乞
ひ
、
ま
た
館
の
淑
女
た
ち

に
も
み
な
懇
ろ
に
別
れ
の
挨
拶
を
述
べ
、
を
の
こ
ざ
も
に
も
そ
れ

ぞ
れ
厚
意
を
謝
し
別
れ
を
告
ぐ
れ
ぱ
、
一
同
こ
の
騎
士
Ｅ
の
別
離

を
惜
し
み
悲
し
み
ぬ
・
そ
の
夜
ガ
ウ
エ
イ
ン
疲
所
に
入
り
し
も
明

■
守
り
■

甲
悩
冑
ｒ
ｌ

そ
の
夜
も
亜
け
て
は
や
新
年
の
朝
近
く
な
り
し
が
、
戸
外
は
風

雰
は
げ
し
。
部
屋
の
瞭
火
に
て
ら
さ
れ
て
ガ
ウ
ェ
イ
ン
起
き
出
で
、

從
者
を
呼
び
武
共
の
川
意
を
命
じ
唱
鎖
子
錐
も
金
札
鐘
も
膳
か

れ
て
錆
な
き
は
從
考
の
日
唖
の
心
識
し
ぞ
琶
卉
ぴ
つ
つ
ガ
女
エ
イ
・
‐

〃

ン
は
晴
の
装
束
を
蒲
け
、
か
の
夫
人
よ
り
鮒
ら
れ
し
愛
の
し
る
し

な
る
精
を
腰
の
ま
わ
り
に
し
め
ぬ
。
こ
の
帯
は
雑
の
紺
も
て
作
り
、

黄
金
の
飾
叺
美
は
し
き
紬
な
れ
ど
、
ガ
ウ
エ
イ
ン
が
此
栫
を
忘
れ

で
蒲
け
し
こ
さ
は
や
全
く
わ
が
命
の
故
な
り
。
や
が
て
名
賜
グ
リ

ン
寺
コ
レ
ッ
ト
の
川
意
を
さ
せ
、
処
送
る
鮪
の
人
糞
ご
い
さ
懇
ろ
に

挨
拶
を
交
は
し
、
・
愛
賜
に
打
跨
っ
て
去
り
行
・
さ
ぬ
．
彼
に
従
ふ
は

雑
の
御
堂
へ
の
巡
Ｌ
る
べ
す
べ
き
下
僕
一
人
の
み
。
い
ま
や
二
人
・
“

は
滿
目
荊
條
た
る
冬
の
山
野
を
征
言
、
日
の
昇
る
甑
ご
あ
る
罰
さ

山
の
頂
に
逹
し
ぬ
。
，
そ
の
ど
き
案
内
の
從
者
低
脇
士
を
止
め
云
ひ

け
る
は
、
「
こ
こ
ま
で
御
作
叩
し
つ
れ
ば
、
は
や
絲
の
御
堂
も
程
近

し
。
さ
り
な
が
ら
か
し
こ
に
は
極
悪
な
る
者
住
み
を
り
心
そ
の
豆
・

ノ

〃
ゴ
グ

叩
》

／

、
ｂ

ｙ

二
○
（
四
一
八
六
）

早

↓
●

日
に
通
る
Ｈ
険
を
胆
ひ
て
安
ら
か
に
眠
り
得
ざ
り
き
。
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躯
は
ア
ア
サ
ア
王
陛
下
の
四
勇
士
に
ま
さ
り
、
古
の
へ
，
ク
タ
ア
を
″
折
柄
櫛
盈
さ
聞
え
來
る
は
巡
物
研
ぐ
香
な
り
．
ガ
ウ
エ
イ
ン
さ
ら

も
凌
ぐ
．
そ
の
附
近
を
辿
り
過
ぎ
ん
ご
す
る
考
苦
ぱ
誰
彼
の
分
ち
に
臆
せ
ず
、
大
汗
朧
に
て
叫
ぶ
や
う
「
こ
こ
に
住
み
給
ふ
は
誰

な
く
之
を
殺
需
す
る
礎
忍
無
慈
悲
の
男
な
り
。
た
ご
ひ
御
身
に
二
ぞ
。
ガ
ウ
エ
イ
ン
い
ま
此
所
に
参
り
た
り
。
用
あ
ら
ん
者
は
は
や
一
．

十
の
命
あ
ら
ぱ
さ
て
、
こ
の
男
の
た
め
に
殺
さ
れ
給
は
ん
こ
ご
必
は
や
川
で
あ
ひ
給
こ
琶
云
へ
ぱ
や
．
こ
れ
に
唯
じ
て
穴
よ
り
現
は

Ｉ

定
な
り
。
願
く
ぱ
こ
の
者
に
か
か
づ
ら
ひ
給
ふ
こ
こ
な
く
、
こ
こ
れ
出
で
し
は
そ
の
か
み
ざ
同
じ
く
維
衣
を
繩
ひ
し
巨
人
な
り
９
そ
‐

よ
り
去
り
給
へ
。
わ
れ
杣
明
に
春
う
て
、
御
鍬
が
遁
げ
給
ひ
し
こ
の
手
に
は
研
ぎ
す
ま
せ
る
デ
ン
マ
ァ
ク
流
の
大
斧
の
四
尺
ば
か
り
，

芯
．
を
人
に
語
る
ま
じ
」
さ
言
葉
を
つ
く
し
て
聯
意
せ
し
め
ん
琶
拭
長
さ
を
持
ち
ゐ
た
り
。
「
殊
勝
な
る
か
な
、
ガ
ウ
イ
ェ
ン
よ
・
わ
れ

む
れ
ざ
も
ガ
ウ
エ
イ
ン
い
つ
か
な
聴
か
ず
、
遂
に
從
者
も
娃
非
な
汝
の
打
盤
に
復
報
せ
ん
ざ
約
せ
し
こ
の
新
年
の
日
に
、
日
限
違
は

し
ど
て
彼
を
後
に
礎
し
て
去
り
ぬ
。
で
善
く
ぞ
來
り
砲
る
か
な
９
は
や
汝
の
叩
を
脱
ぎ
て
竹
を
差
出
せ

。
、
彼
は
教
へ
ら
し
道
を
辿
り
て
谷
へ
下
り
ゆ
き
へ
あ
た
り
を
兇
廻
よ
」
ご
叫
ぶ
綴
の
騎
士
に
脳
へ
て
ガ
ウ
エ
イ
ン
は
『
い
ざ
－
打
を

せ
ざ
峨
糞
た
る
雌
の
諜
立
し
て
恐
ろ
し
き
影
を
あ
た
り
に
投
ぐ
る
わ
れ
に
加
ふ
る
御
川
意
あ
れ
、
わ
れ
飛
の
な
す
ま
ま
に
任
せ
ん
」

を
兇
ろ
の
み
て
、
人
の
住
み
家
は
さ
ら
に
な
し
．
や
画
彼
方
に
雄
さ
云
ひ
つ
つ
竹
を
さ
し
の
・
ぺ
頚
筋
を
あ
ら
は
に
兄
せ
心
恐
る
る
鋪

の
生
ひ
た
る
庇
兄
汽
て
そ
の
端
Ｅ
Ⅷ
川
に
は
穴
あ
り
。
こ
れ
を
し
↓
蝿
も
な
し
。

も
御
堂
ご
云
は
ざ
、
尻
夜
中
に
悪
雌
こ
そ
呪
孵
を
咄
ふ
る
州
な
る
緑
の
怪
人
そ
の
時
業
物
を
搾
り
全
身
の
力
を
込
め
て
之
を
高
く

べ
け
れ
。
ガ
ウ
エ
イ
ン
心
に
忠
く
ら
く
「
草
繁
り
て
醜
さ
こ
の
御
振
り
上
げ
、
ま
さ
に
ガ
ウ
ェ
イ
ン
に
致
命
の
一
雄
を
下
さ
ん
ず
る

‐
●
堂
に
て
か
の
維
衣
の
怪
人
が
臓
迩
の
勤
修
を
な
す
ら
め
。
わ
れ
ど
態
な
り
々
流
布
の
ガ
ウ
エ
ン
も
こ
の
瞬
肌

約
せ
し
男
な
む
正
し
く
悪
雌
な
る
ら
め
」
‐
ぜ
。
彼
は
叩
を
顕
に
救
・
胴
を
や
ゞ
窄
め
て
匁
よ
り
た
じ
ろ
ぎ
ぬ
。
、

言
手
に
は
枕
を
握
り
て
、
こ
の
丘
の
端
の
方
へ
ご
進
み
寄
れ
ば
勅
シ
且
普
目
鼻
鯵
胃
号
乱
昏
昏
。
の
宮
口
丘
の
刷
昏
《
ゞ
号
。

『
サ
。
ガ
ウ
エ
・
イ
ン
と
雑
の
騎
士
』
に
つ
い
て
一
一
一
．
（
四
一
八
七
）
．

f

ワ
■
周
＆
■
■
■
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《f

１

１
一
／
’

４
〃
グ
字
ダ

ダ

丈
準
研
究
蛎
三
十
凹
桝
、
、
二
二
（
四
一
八
八
）

の
冒
号
時
。
ｐ
、
Ｇ
・
用
Ｓ
）
て
打
た
ん
ず
る
所
存
な
ら
ば
わ
れ
も
之
に
酬
ゆ
く
し
」
ご
・
・

絲
の
兇
こ
の
有
排
を
見
て
云
ふ
や
う
「
ま
こ
芭
汝
は
天
下
の
功
か
の
緑
の
騎
士
は
大
斧
の
柄
を
大
地
に
つ
き
さ
し
、
そ
の
頭
に

者
琶
聞
ゆ
る
ガ
ウ
エ
イ
ン
に
て
は
あ
ら
じ
。
．
未
だ
身
に
傷
需
を
受
身
を
椅
せ
つ
つ
、
東
ざ
し
て
も
の
の
具
取
っ
て
立
つ
た
る
ガ
ウ
エ
・

●

グ

ロ

、
け
ざ
る
に
は
や
逃
げ
ん
ざ
す
る
如
き
怯
僻
の
ふ
る
ま
ひ
心
得
が
た
イ
ン
の
ざ
ま
を
眺
め
て
心
喜
び
た
る
氣
色
な
り
。
此
男
呵
糞
這
打

し
。
わ
れ
ア
ア
サ
ア
の
宮
殿
に
て
汝
に
打
た
れ
し
さ
き
泰
然
自
若
。
笑
ひ
、
愉
し
げ
に
ガ
ウ
エ
イ
ン
に
告
げ
て
云
ひ
け
る
は
「
さ
の
み

こ
し
て
動
ぜ
ざ
り
さ
。
さ
れ
ば
わ
れ
こ
そ
汝
に
優
る
を
の
こ
な
な
怒
り
給
ひ
そ
。
初
め
の
伴
唯
は
館
に
於
け
る
第
一
夜
の
約
束
の

↑
れ
」
ご
。
ガ
ウ
エ
イ
ン
の
曰
く
「
ま
こ
ざ
、
わ
れ
一
た
び
逵
遁
し
ぬ
。
た
め
、
鋪
二
の
脅
か
し
は
君
が
わ
が
妻
に
與
へ
し
接
吻
の
故
な

重
ね
て
せ
じ
。
い
ざ
疾
く
打
て
」
ご
促
せ
ば
相
手
は
さ
ら
ば
ご
て
り
、
ま
た
三
度
目
に
君
に
失
態
あ
り
し
故
に
か
の
一
打
を
受
け
給

、
例
の
大
斧
振
り
上
げ
た
れ
ざ
、
態
亡
そ
ら
し
て
打
た
ず
。
ガ
ウ
エ
へ
る
な
り
。
ま
こ
さ
妻
を
飛
の
許
に
遥
は
せ
し
は
わ
れ
な
り
。
妻
、

イ
ン
怒
り
て
「
い
ざ
盤
て
、
汝
心
臆
せ
る
者
よ
」
琶
呼
は
れ
ば
、
、
の
求
愛
、
君
の
妻
へ
の
接
吻
み
な
わ
れ
知
れ
り
。
こ
の
ご
こ
る
荊
・

／
斗

〆

幻

‐
緑
の
男
祁
ぴ
詰
め
寄
仇
來
り
、
既
に
観
念
し
け
る
ガ
ウ
エ
ン
の
頭
の
振
舞
天
晴
な
り
。
『
反
珠
の
白
豆
に
ま
さ
り
て
炎
巷
如
く
』
ガ
ウ
‐
↑

上
に
純
く
斧
を
振
り
上
げ
、
そ
の
匁
縦
に
彼
の
皮
府
を
通
し
滝
く
エ
イ
ン
の
霧
は
他
の
勇
士
に
す
ぐ
れ
給
へ
り
．
さ
れ
ざ
妾
よ
り
秘
＃
ハ

』
肉
を
傷
く
る
ほ
ど
に
打
ち
た
り
。
さ
れ
ざ
血
潮
は
流
れ
て
雪
を
染
か
に
帯
紐
受
け
ら
れ
し
こ
こ
こ
そ
小
暇
ご
云
ふ
く
け
れ
．
さ
れ
ざ

め
聡
、
こ
れ
を
凡
て
ガ
ウ
エ
イ
ン
か
つ
ば
琶
起
さ
上
り
一
槍
身
の
こ
は
趣
心
に
は
あ
ら
で
命
を
惜
し
む
怖
よ
り
犯
し
た
る
罪
な
れ
ば
、

Ｉ

｜
長
さ
ほ
ざ
飛
び
し
ざ
り
、
兜
を
お
っ
取
り
頭
に
か
ぶ
り
、
柵
ひ
き
さ
ま
で
君
を
特
め
ま
じ
」
Ｅ
云
ふ
．
ガ
ゥ
ェ
イ
ン
之
を
聞
き
伽
塊

よ
せ
で
旧
茜
掩
ひ
、
白
匁
を
抜
き
放
し
て
言
葉
す
る
ざ
ぐ
叫
び
け
‐
に
耐
へ
ず
っ

皇

、
ろ
は
「
準
つ
ど
止
め
よ
．
ア
ア
サ
ア
王
宮
の
拝
約
に
は
た
だ
一
打
ど
胃
胃
匡
。
ａ
烏
匡
②
耳
魯
黒
匡
の
ａ
ご
嵐
の
巌
８

，

、

〃
を
の
み
あ
り
。
そ
の
一
打
を
汝
は
既
に
わ
れ
に
加
へ
た
り
。
重
ね
一
つ
．
圏
菖
）

、
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０
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